
一般演題	 10月19日（木）

第2会場（大阪国際会議場	5階	小ホール）
1	 10月19日（木）　13:30-14:30　慢性期医療・治療①、感染症①

【座　長】大西仙泰　	いま泉病院　病院長　医師
【評価者】松本悟　　	豊中平成病院　院長　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

1-1 鈴木　郁恵 看護師 栃木県 社団医療法人明倫会　
日光野口病院

CVカテーテル刺入部処置～手技の統一を図る
ために～

1-2 河野　千晴 看護師 徳島県 医療法人ひまわり会　
中州八木病院

85歳以上大腿骨近位部骨折術後患者の退院復
帰までの調査報告

1-3 星　あかね 理学療法士 神奈川県 医療法人社団三喜会　
鶴巻温泉病院

医療療養病棟に入院した寝たきり高齢者にお
ける肺炎発症までの期間とその要因

1-4 永田　雅治 医師 福岡県 社会福祉法人小倉新栄
会　新栄会病院 腹膜透析患者を慢性期病院で受け入れる

1-5 小森　將史 医師 東京都 一般財団法人ひふみ会　
まちだ丘の上病院

療養型病院にいても願いは叶えられる。	
ターミナルでも江ノ島まで出かけた症例と進
め方の反省点。

1-6 嘉川　裕康 医師 福岡県 医療法人芙蓉会　筑紫
南ヶ丘病院

有料老人ホーム入居者へのCOVID-19、季節
性インフルエンザワクチン接種後のバイタル
変化について

2	 10月19日（木）　14:30-15:30　在宅医療・看護①、ターミナルケア・緩和ケア①
【座　長】中西克彦　	定山渓病院　病院長　医師
【評価者】大西仙泰　	いま泉病院　病院長　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

2-1 岡田　希世 看護師 愛媛県 医療法人社団樹人会　
北条病院

増え続ける在宅療養患者を支えたい－直面し
ている課題への取り組み－

2-2 硲　成哉 看護師 和歌山県
医療法人千徳会　さく
ら訪問看護ステーショ
ン

訪問看護利用者の介護者への支援　～長期自
宅介護を実現するために～

2-3 橋本　修 医師 福岡県
医療法人社団久英会　
高良台リハビリテー
ション病院

当院における訪問診療の現状と課題

2-4 日名　舞衣 看護師 大阪府
医療法人恵泉会　ハー
ト訪問看護ステーショ
ン

心不全増悪による入院を減らしたい「高齢慢
性心不全患者のセルフケア評価尺度」を用い
た心不全指導を行って

2-5 黒河内　誠司 看護師 埼玉県 株式会社Style	訪問看
護ステーションStyle 終末期高齢者の「食べる」を支える看護の家

2-6 浅野　加寿子 作業療法士 東京都 医療法人社団永生会　
みなみ野病院

緩和ケア病棟における作業療法士の取り組み
～作業療法アプローチの実際と心理的効果に
ついて～
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3	 10月19日（木）　15:30-16:30　ターミナルケア・緩和ケア②、感染症②
【座　長】須賀晴彦　	富家千葉病院　院長　医師
【評価者】中西克彦　	定山渓病院　病院長　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

3-1 村田　宗子 看護師 広島県 社会医療法人千秋会　
井野口病院

医療療養病棟におけるターミナルケアに対す
るスタッフの意識の変化～看取りチームの活
動を通じて～

3-2 渡邊　大地子 看護師 宮城県 医療法人社団健育会　
石巻健育会病院

誤嚥性肺炎を繰り返す高齢患者へのエンドオ
ブライフ・ケア　～摂食嚥下支援チームで「食
べたい」を支える

3-3 若月　かおり 看護師 北海道 医療法人渓人会　札幌
西円山病院

意思疎通が困難な認知症患者の終末期におけ
る“その人らしさ”を支えるケア

3-4 西川　小ゆり 看護師 静岡県 医療法人社団和恵会　
和恵会ケアセンター

高齢者施設におけるCOVID-19クラスターを
経験して　～認知症利用者様の難しさ～

3-5 中村　康伸 理学療法士 福岡県 医療法人文杏堂　杉病
院

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)患者に
対するリハビリテーションと感染予防対策の
実状

3-6 鈴木　真由美 管理栄養士 静岡県
医療法人社団喜生会　
介護医療院新富士ケア
センター

コロナ禍における給食管理業務の感染対策

4	 10月19日（木）　16:30-17:30　認知症①
【座　長】長瀬正德　	陵北病院　副院長　医師
【評価者】須賀晴彦　	富家千葉病院　院長　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

4-1 森谷　祐介 医師 北海道 医療法人愛全会　愛全
病院

もの忘れ外来の診療の場面において身体症状
の治療により易怒性が改善した1例

4-2 大谷　祐之 医師 埼玉県 医療法人社団富家会　
富家病院 認知症増悪による地域包括ケア病棟入院

4-3 大澤　裕希 作業療法士 埼玉県
IMSグループ医療法人
財団明理会　埼玉セン
トラル病院

離床機会が減少した患者様への趣味活動の実
施　～園芸とフラワーアレンジメントを通し
て～

4-4 演題取り下げ

4-5 宮原　友紀 看護師 群馬県 公益財団法人脳血管研
究所　美原記念病院

認知症ケアに対する認知症看護認定看護師の
効果的な介入方法について

4-6 土田　彩生 作業療法士 北海道 医療法人渓仁会　定山
渓病院

当院認知症患者に対するアロマセラピーの効
果

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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5	 10月19日（木）　17:30-18:30　地域包括ケア①
【座　長】松本悟　　	豊中平成病院　院長　医師
【評価者】長瀬正德　	陵北病院　副院長　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

5-1 山下　晋矢 医師 東京都 医療法人社団明生会　
セントラル病院

超少子高齢化人口減少社会における次世代の
地域包括ケアシステム

5-2 酒井　亮輔 理学療法士 愛知県 医療法人並木会　並木
病院

地域包括ケア病棟、４年目の状況～退棟支援
チーム会による手ごたえはあるが、まだまだ
これから～

5-3 梶原　敬義 医師 福岡県
公益社団法人福岡医療
団　たたらリハビリ
テーション病院

当院地域包括ケア病棟における新型コロナウ
イルス感染症後廃用症候群に対するリハビリ
テーション入院の効果

5-4 鈴木　勇輝 作業療法士 愛知県 医療法人愛生館　小林
記念病院

Well	Beingを目指した入院リハビリ	
―地域包括ケア病棟での予防入院“HOPEステ
イ”の運用経験―

5-5 松元　菜津美 看護師 鹿児島県 医療法人玉昌会　加治
木温泉

アドバンスケアプランニングシートを導入し
ての取り組み

5-6 加藤　彩芳 社会福祉士 北海道 医療法人渓仁会　札幌
西円山病院

サブアキュート再考～居宅介護支援事業所へ
の調査からみえたこと～

第3会場（大阪国際会議場	12階	特別会議場）
6	 10月19日（木）　13:30-14:30　地域包括ケア②

【座　長】松浦美香　	志田病院　看護部	部長　看護師
【評価者】星野里美　	内田病院　統括看護部	副部長　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

6-1 山田　優衣 理学療法士 京都府 一般財団法人仁風会　
京都南西病院

地域包括ケア病棟における100歳近い超高齢
者に対するリハビリテーションの関わり方

6-2 蛭牟田　誠 言語聴覚士 愛知県 医療法人社団登豊会　
近石病院

みんなのコミュニティスペース「カムカムス
ワロー」での取り組み	～地域包括ケアシステ
ムの実現に向けて～

6-3 渡邉　由貴 社会福祉士 東京都 医療法人社団三医会　
鶴川記念病院

コロナ過・診療報酬改定により変化した周囲
の環境と求められる病院機能

6-4 服部　佑輔 理学療法士 群馬県 医療法人大誠会　内田
病院

当院地域包括ケア病棟のCARB介入による退
院後の居場所やADL変化の調査

6-5 荒木　将一 理学療法士 福岡県 医療法人芙蓉会　筑紫
南ヶ丘病院

当院地域包括ケア病棟でリハビリ対象となっ
た患者の特性から見えてきた今後の展望

6-6 中原　信洋 理学療法士 福岡県 医療法人社団正信会　
水戸病院

当院の地域包括ケア病棟における複数回入院
を繰り返す患者の要因
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7	 10月19日（木）　14:30-15:30　看護①
【座　長】梅津光香　	定山渓病院　看護部	部長　看護師
【評価者】松浦美香　	志田病院　看護部	部長　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

7-1 池川　彩 看護師 福島県 医療法人常磐会　いわ
き湯本病院

～在宅に退院する患者家族への指導を通して
～多職種協働の退院支援

7-2 山本　千恵子 看護師 神奈川県 医療法人社団三喜会　
鶴巻温泉病院

粘度調整食品の使用が経管栄養患者の便性状
に及ぼす影響

7-3 天野　純 看護師 神奈川県 医療法人社団三喜会　
鶴巻温泉病院

パーキンソン病患者の歩行中の方向転換にメ
トロノームによる聴覚刺激が与える効果

7-4 小中野　竜治 看護師 鹿児島県 医療法人健誠会　湯田
内科病院

パーキンソン病患者の誤嚥性肺炎について～
予防につながるケアとは～

7-5 城地　優斗 看護師 北海道 医療法人渓仁会　札幌
西円山病院

終末期患者の自宅で過ごしたいという思いを
叶える為の意思決定支援

7-6 加藤　恵美 看護師 北海道 社会医療法人平成醫塾　
苫小牧東病院

糖尿病良療養指導の取り組み～行動変容に繋
がった一事例～

8	 10月19日（木）　15:30-16:30　看護②
【座　長】高井好美　	陵北病院　看護部長　看護師
【評価者】梅津光香　	定山渓病院　看護部	部長　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

8-1 浅田　珠伽 看護師 石川県 医療法人社団浅ノ川　
金沢脳神経外科病院

長期臥床患者の便秘の改善に向けた取り組み	
～患者の排便状況を意識したカンファレンス
を実施して～

8-2 松本　和奈 看護師 東京都 医療法人財団利定会　
大久野病院

回復期リハビリテーション病棟における退院
支援～整容がもたらす効果～

8-3 真浦　直美 准看護師 山口県 医療法人愛の会　光風
園病院

右下腿切断に至った左片麻痺患者の独居での
在宅復帰支援の一例

8-4 大西　智恵 看護師 大阪府 社会医療法人きつこう
会　多根第二病院

多職種連携で胃瘻から経口摂取能力を回復し
た1例

8-5 石田　みな子 看護師 静岡県 医療法人社団健育会　
熱川温泉病院

脳梗塞発症後、経管栄養から経口摂取へ移行
した一事例ーKOMIケア理論を活用し持てる
力を見出してー

8-6 笹野　智子 看護師 東京都 医療法人社団永生会　
永生病院

終末期における認知症高齢者の経口摂取への
一考察－ACP勉強会で最後まで食事を楽しむ
関わりを考える－

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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9	 10月19日（木）　16:30-17:30　介護①
【座　長】木原真一　	志田病院　介護保険部	部長　介護職
【評価者】高井好美　	陵北病院　看護部長　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

9-1 神田　季代子 介護福祉士 三重県 医療法人（社団）佐藤
病院　長島中央病院

チームケアに究める	
～看護師と介護士の情報共有～

9-2 星野　良介 介護福祉士 埼玉県
社会福祉法人樹会　特
別養護老人ホーム大井
苑

爪切りによる事故防止のための電動爪ヤスリ
導入計画

9-3 有賀　城太郎 介護福祉士 大阪府 医療法人社団緑水会　
緑水会病院

蒸しタオルで目元を温めることによる入眠導
入効果

9-4 齋藤　真奈美 介護福祉士 北海道 社会医療法人慈恵会　
聖ヶ丘病院

「特定技能介護職者を受け入れて」
～スムーズなコミュニケーションを図るため
の取り組み～

9-5 堀場　真弓 介護福祉士 静岡県 医療法人徳洲会　静岡
徳洲会病院

食事環境の工夫により食事摂取量が改善した
１症例

9-6 橘田　佑也 介護福祉士 山梨県 医療法人慶友会　城東
病院

当院介護士が行う口腔ケアの取り組みについ
て

10	 10月19日（木）　17:30-18:30　介護②
【座　長】星野里美　	内田病院　統括看護部	副部長　看護師
【評価者】木原真一　	志田病院　介護保険部	部長　介護職

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

10-1 吉留　明久 介護福祉士 鹿児島県 医療法人碩済会　吉田
記念病院　介護医療院

業務改善の必要性～役割を通したチーム強化
と働きやすい環境づくり～

10-2 星　隆行 介護福祉士 埼玉県 医療法人財団新生会　
大宮共立病院

指差し呼称の実現を目指して　～ピクトグラ
ムとチェック表を使用した安全管理～

10-3 西山　智子 介護福祉士 埼玉県
医療法人社団富家会　
富家デイサービスセン
ター

「富家デイサービスセンターでの自立支援活
動」～利用者様のやりがいを求めて～

10-4 東恩納　稜基 介護福祉士 沖縄県 医療法人おもと会　大
浜第二病院

快適な療養生活に向けて	
～介護福祉士としての取り組み～

10-5 土井　聡子 介護福祉士 鹿児島県
医療法人玉昌会　キラ
メキテラスヘルスケア
ホスピタル

通所リハビリテーションにおける業務改善の
取り組み

10-6 佐々木　由美 介護福祉士 東京都 医療法人社団永生会　
永生病院

他職種連携による長期臥床患者のポジショニ
ングの効果－介護士の意識向上と褥瘡予防へ
の取り組み－
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第4会場（大阪国際会議場	10階	会議室1008）
11	 10月19日（木）　16:30-17:30　調査・研究①

【座　長】阪口英夫　	陵北病院　副院長　歯科医師
【評価者】山﨑博喜　	原病院　リハビリテーション	係長　理学療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

11-1 蔵本　匡平 理学療法士 兵庫県 医療法人社団　西宮回
生病院

大腿骨近位部骨折におけるサルコペニアの合
併とFIM	effectivenessとの関連

11-2 宮里　豊旭 理学療法士 兵庫県 医療法人社団南淡千遙
会　神戸平成病院

回復期リハビリテーション病棟に入院した運
動器疾患患者のFIMとSMIの実態

11-3 川口　豪 理学療法士 兵庫県 医療法人社団南淡千遙
会　神戸平成病院

回復期リハビリテーション病棟に入院した脳
血管疾患患者のFIMとSMIの実態

11-4 山本　隆次 作業療法士 山口県 医療法人愛の会　光風
園病院

回復期リハビリテーション病棟における、既
往の心疾患のリスク管理に関する取り組み　
～第一報：実態調査～

11-5 萩野谷　泉羽 看護師 茨城県 医療法人博仁会　志村
大宮病院

FIMの理解向上に向けた当病棟におけるFIM
チームとしての活動

11-6 松永　潤 介護職 千葉県 医療法人社団ふけ会　
富家千葉病院

患者の個別性に沿った排泄スタイルの確立に
向けて　～尿取りパッド選定の試み～

12	 10月19日（木）　17:30-18:40　調査・研究②
【座　長】日髙昭斉　	神戸平成病院　院長　医師
【評価者】阪口英夫　	陵北病院　副院長　歯科医師
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

12-1 石森　卓矢 作業療法士 群馬県 公益財団法人脳血管研
究所　美原記念病院

回復期リハビリテーション病棟のリハビリ
テーション料包括化についての検討

12-2 佐々木　良 理学療法士 東京都 医療法人社団永生会　
永生病院

回復期リハビリ病棟退院者の動向と同法人施
設との住み分けの分析

12-3 黒沢　達郎 理学療法士 福岡県
医療法人社団久英会　
高良台リハビリテー
ション病院

回復期リハビリテーション病棟の実績指数に
関わる要因分析～ FIM認知項目～

12-4 鷹箸　到 看護師 栃木県 社団医療法人明倫会　
日光野口病院

大腿骨骨折患者の見守り介助の判断基準の検
証～安全な自立・統一した援助を目指して～

12-5 大西　広佳 理学療法士 香川県 医療法人社団和風会　
橋本病院

大腿骨頚部骨折患者の歩行自立に関わる因子
の検討　～既往歴に着目して～

12-6 尾崎　恵介 理学療法士 大阪府
一般財団法人岸和田農
友協会　岸和田平成病
院

Short	Physical	Performance	Batteryによ
るトイレ動作自立判別

12-7 市川　皓生 作業療法士 東京都 医療法人平成博愛会　
世田谷記念病院

回復期病棟における，認知機能が転倒に与え
る影響

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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第5会場（大阪国際会議場	10階	会議室1009）
13	 10月19日（木）　13:30-14:30　訪問リハ①

【座　長】香川浩之　　	千里リハビリテーション病院　診療部長　医師
【評価者】白波瀬元道　	永生病院　法人本部リハビリ統括管理部	統括課長　言語聴覚士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

13-1 澤田　空輝 理学療法士 東京都 医療法人平成博愛会　
世田谷記念病院

重度片麻痺を呈した症例に対する訪問リハビ
リテーションの介入		ー当院退院後の生活の報
告ー

13-2 斉藤　俊文 作業療法士 北海道 医療法人喬成会　花川
病院

訪問リハビリテーションで可搬型階段昇降機
を導入し生活空間が拡大した一例

13-3 野村　洸太 理学療法士 愛知県 医療法人愛生館　小林
記念病院

歩行能力向上により「喫茶店へ行くこと」が可
能となった症例　―満足度向上とその要因―

13-4 小澤　貴明 作業療法士 群馬県 富岡地域医療企業団　
公立七日市病院

訪問型サービスC実践報告　－環境調整，家族
指導を通して外出機会を獲得した事例－

13-5 黒木　博和 理学療法士 鹿児島県
医療法人松城会　隼人
温泉病院訪問リハビリ
テーション

在宅要介護高齢者における生活空間に影響を
及ぼす要因について

13-6 関　まこと 理学療法士 大阪府 医療法人康生会　淀川
平成病院

訪問リハビリテーションにおける多角的支援
の重要性

14	 10月19日（木）　14:30-15:30　外来・通所リハ①
【座　長】山﨑博喜　	原病院　リハビリテーション	係長　理学療法士
【評価者】香川浩之　	千里リハビリテーション病院　診療部長　医師
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

14-1 平林　克得 理学療法士 大分県 医療法人信和会　和田
病院

フレイルとIADLとの関連性について	
～慢性疾患で当院外来リハに通う患者の比較
検討を通して～

14-2 鈴木　孝俊 理学療法士 千葉県 医療法人社団寿会　小
林病院 通所者にフレイル評価を追加して

14-3 小野　雄太郎 理学療法士 福島県 医療法人常磐会　いわ
き湯本病院

当院通所リハ利用者の運動習慣の有無と
CS-30の変化について

14-4 山川　幸祐 理学療法士 長野県

医療法人心泉会　上條
記念病院／信州大学大
学院総合医理工学研究
科医学系専攻保健学分
野成人保健学ユニット

通所リハビリテーション(通所リハ)を利用する
地域在住高齢者の骨格筋量と歩数の関係

14-5 矢冨　匠 理学療法士 福岡県 医療法人笠松会　有吉
病院

在宅高齢者に対して運動・栄養指導介入の取
り組み	
～体組成計	（InBody270）を使用～

14-6 本多　元 理学療法士 東京都 医療法人社団大和会　
多摩川病院

当院デイサービスにおける要介護度別運動効
果の検証

第31回 日本慢性期医療学会
The 31st Annual Meeting of Japan Association of Medical and Care Facilities
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15	 10月19日（木）　15:30-16:30　退院支援
【座　長】小山隆司　	東浦平成病院　顧問　医師
【評価者】日髙昭斉　	神戸平成病院　院長　医師
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

15-1 寺田　美香 看護師 北海道 医療法人喬成会　花川
病院

脳梗塞後の重度障害が残存し、自宅退院でき
た一症例　～家族の希望と不安に寄り添うこ
とができた退院支援～

15-2 澤井　芳則 作業療法士 東京都 医療法人財団利定会　
大久野病院

家族写真から本人の心情を汲取った作業療法
を実践した事例

15-3 杉山　和輝 理学療法士 神奈川県 医療法人横浜平成会　
平成横浜病院

LGBT当事者が抱える不安に寄り添い価値観
を尊重して退院支援を行った症例：症例報告

15-4 新田　真弓 作業療法士 大阪府 医療法人康生会　淀川
平成病院

馴染みのある作業活動とユマニチュードを用
いた介入が奏功し自宅退院に至った認知症事
例

15-5 小幡　清羅 作業療法士 福岡県 医療法人恵光会　原病
院

脳卒中右片麻痺患者の麻痺側(右手)での食事動
作獲得に向けて

15-6 谷本　人士 作業療法士 香川県 医療法人社団和風会　
橋本病院

弛緩性麻痺を呈した患者に対しQOLの向上を
目指した一例　～調理動作獲得を通して～

16	 10月19日（木）　16:30-17:30　摂食・嚥下リハ①
【座　長】原口友子　	加治木温泉病院　総合リハビリテーションセンター	技士長　言語聴覚士
【評価者】小山隆司　	東浦平成病院　顧問　医師
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

16-1 髙橋　達雄 言語聴覚士 静岡県 医療法人社団榮紀会　
東名裾野病院

療養型病院におけるCOVID-19関連の嚥下障
害の検討

16-2 佐藤　泰彦 言語聴覚士 茨城県 医療法人清真会　丹野
病院

大腸癌を併発した筋萎縮性側索硬化症患者
(ALS)に対し、多職種連携により経口摂取が可
能となった症例

16-3 森田　達 歯科医師 岐阜県 医療法人社団登豊会　
近石病院

Forestier病の嚥下障害に頸部回旋位が有効で
あった1症例

16-4 平根　由佳 言語聴覚士 山口県 医療法人愛の会　光風
園病院

聴覚、視覚に問題のある患者さんが3食経口摂
取を獲得した事例の報告

16-5 山本　聖人 言語聴覚士 北海道 医療法人愛全会　愛全
病院

「食」をリハビリに～食べることをあきらめな
い～

16-6 今田　穂佳 言語聴覚士 広島県 医療法人社団大谷会　
島の病院おおたに

橋梗塞により嚥下障害を呈した患者の経口摂
取支援において食のQOL向上が実現した1症
例

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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17	 10月19日（木）　17:30-18:30　摂食・嚥下リハ②
【座　長】白波瀬元道　	永生病院　法人本部リハビリ統括管理部	統括課長　言語聴覚士
【評価者】原口友子　　	加治木温泉病院　総合リハビリテーションセンター	技士長　言語聴覚士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

17-1 井上　慶輔 言語聴覚士 大阪府 医療法人大寿会　大寿
会病院

繰り返す誤嚥性肺炎患者に対し，嚥下訓練お
よび胸郭アプローチを行い経口摂取が可能と
なった一症例

17-2 笠岡　沙矢 言語聴覚士 大阪府
医療法人社団和風会　
千里リハビリテーショ
ン病院

骨折後に誤嚥性肺炎を発症、廃用症候群を呈
しPEG造設となったが、3食経口摂取に至っ
た高齢の一症例の経験

17-3 堀田　明人 言語聴覚士 奈良県 医療法人健和会　奈良
東病院

気管カニューレ脱却により安定した経口摂取
とADL向上となった一症例

17-4 屋比久　奈穂 言語聴覚士 東京都 医療法人社団永生会　
みなみ野病院

口腔内の水分溜め込みに対して咀嚼運動を介
した嚥下が効果的であった一症例

17-5 貞光　梨沙 言語聴覚士 高知県 社会医療法人仁生会　
三愛病院

６年間の経鼻栄養から経口摂取へ移行した症
例

17-6 指方　絵美 看護師 長崎県 医療法人和光会　恵寿
病院

VEを取り入れた摂食嚥下支援体制の立ち上げ	
～ 95歳患者のCV離脱から完全経口摂取まで
の取り組み～

ポスター（大阪国際会議場	10階	会議室1006-7）
18	 10月19日（木）　14:30-15:30　理学療法①

【座　長】安齋登紀子　	総泉病院　リハビリテーション部　理学療法士
【評価者】星川侑輝　　	松山リハビリテーション病院　リハビリテーション部	副主任　作業療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

18-1 鶴澤　遼 理学療法士 山口県 医療法人山口平成会　
山口平成病院

部位別の筋肉量が在宅復帰に及ぼす影響につ
いて

18-2 小林　剛 理学療法士 千葉県 医療法人平成博愛会　
印西総合病院

骨盤輪骨折による両下肢免荷患者へ,	神経筋電
気刺激療法を用いた筋肉量維持,	筋力向上への
介入

18-3 増野　雄一 理学療法士 愛媛県 医療法人社団樹人会　
北条病院

当院入院患者におけるコロナ禍前後のFIM効率
の変化

18-4 立花　浩亮 理学療法士 佐賀県 医療法人天心堂　志田
病院

コロナ禍前後での退院支援の比較　～院外活
動の制限により見えた課題～

18-5 安藤　誠崇 理学療法士 愛媛県 医療法人天真会　南高
井病院

COVID-19発生に伴う病棟閉鎖が患者の身体
機能に及ぼす影響	
～リハビリテーション早期介入の必要性～

18-6 小川　大輝 理学療法士 東京都 一般財団法人多摩緑成
会　緑成会病院

新型コロナウイルスワクチン接種後に発症し
た偽性アテトーゼを主とするギランバレー症
候群の経過:症例報告

第31回 日本慢性期医療学会
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2020



19	 10月19日（木）　15:40-16:20　回復期リハ①
【座　長】和田来緒　　	札幌西円山病院　リハビリテーション副部長　理学療法士
【評価者】安齋登紀子　	総泉病院　リハビリテーション部　理学療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

19-1 井上　陽文美 理学療法士 埼玉県 医療法人財団新生会　
大宮共立病院

当院回復期リハビリテーション病棟における
集団起立運動の影響　起立回数と下肢筋力、
ＦＩＭ効率に着目して

19-2 村川　諒太郎 理学療法士 福岡県
社会医療法人雪の聖母
会　聖マリアヘルスケ
アセンター

当院回復期リハビリテーション病棟における
後期高齢運動器患者の自宅復帰に関わる因子
の検討

19-3 新田　将也 言語聴覚士 徳島県 医療法人ひまわり会　
中洲八木病院

慢性期のアプローチで高次脳機能障害が改善
した薬剤性後頭葉白質脳症の一症例

19-4 川村　円花 言語聴覚士 北海道 社会医療法人慈恵会　
聖ヶ丘病院

コロナ禍における構音障害患者に対するオン
ライン面会時の支援

20	 10月19日（木）　16:30-17:10　排泄リハ
【座　長】小此木直人　	内田病院　統括研修部志学舎	マネジャー　理学療法士
【評価者】和田来緒　	札幌西円山病院　リハビリテーション副部長　理学療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

20-1 浦埜　有未加 看護師 大阪府 医療法人恒昭会　藍野
病院

オムツ使用時の尿漏れを防ぐ方法について
－尿とりパッドの当て方による違いはあるの
か－

20-2 善家　遥 作業療法士 愛媛県
医療法人団体慈強会　
松山リハビリテーショ
ン病院

重度の右片麻痺、高次脳機能障害、プッシャー
現象を呈した症例に対するトイレでの排泄獲
得に向けた介入

20-3 伊丹　ひなの 作業療法士 徳島県 医療法人平成博愛会　
徳島平成病院

高齢入院患者における尿道留置カテーテル抜
去の有無が退院時の運動・認知機能に及ぼす
影響について

20-4 吉村　愛子 看護師 神奈川県 医療法人社団明芳会 腸内環境の改善とリハビリ意欲の関係性　
～ごぼう茶の飲用～

21	 10月19日（木）　17:20-18:00　リハ全般①
【座　長】星川侑輝　	松山リハビリテーション病院　リハビリテーション部	副主任　作業療法士
【評価者】小此木直人　	内田病院　統括研修部志学舎	マネジャー　理学療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

21-1 丸山　綾那 理学療法士 愛知県 医療法人豊田会　高浜
豊田病院

当院の医療療養・特定疾患病床における入院
患者およびリハビリテーション患者の特徴

21-2 福山　圭吾 作業療法士 鹿児島県 医療法人松城会　隼人
温泉病院

生活行為向上マネジメント（MTDLP）で『ピ
アノの演奏会をする』という目標から心身機
能・QOLが改善した症例

21-3 山口　翔平 作業療法士 北海道 医療法人渓仁会　定山
渓病院

当院神経難病患者の主観的QOL調査から見え
てきたもの

21-4 間宮　萩 理学療法士 東京都 医療法人社団三秀会　
羽村三慶病院

医療療養病棟でのリハビリテーションにより
嗜好品の経口摂取を達成し、生活の保養獲得
に繋がった症例

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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22	 10月19日（木）　14:30-15:30　褥瘡・スキンケア①、IOT・ロボット①
【座　長】國生真希　	札幌西円山病院　看護介護部	副部長　看護師
【評価者】岡田誠志　	定山渓病院　経営管理部	部長　事務

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

22-1 佐藤　由征 理学療法士 熊本県 医療法人社団坂梨会　
阿蘇温泉病院

当院における褥瘡対策委員会を通じたリハ科
での取り組み

22-2 村松　優仁 理学療法士 静岡県
医療法人弘遠会　すず
かけヘルスケアホスピ
タル

医療療養病棟における理学療法士増員後の変
化～褥瘡に着目して～

22-3 前田　俊輔 理事 福岡県 医療法人芙蓉会　筑紫
南ヶ丘病院

介護施設におけるICTを用いた医療介入の検
知：	
MEWS（修正早期警戒スコア）を用いた医療
介入の検知の精度検証

22-4 阿波　明美 看護師 福岡県 医療法人芙蓉会　筑紫
南ヶ丘病院

バイタルスコアを用い医療リスクを病棟で管
理した取り組みについて

22-5 吉田　悠佑 理学療法士 富山県
社会福祉法人アルペン
会　特別養護老人ホー
ムアルペンハイツ

福祉機器の使用により排泄ケア・基本動作能
力の改善を認めた一事例

22-6 梅野　桐子 看護師 福岡県 医療法人芙蓉会　メ
ディカルケア南ヶ丘

ICTを用いた施設での低栄養スクリーニングに
ついて

23	 10月19日（木）　15:30-16:30　IOT・ロボット②
【座　長】紅野勉　　	池端病院　事務部長　作業療法士
【評価者】國生真希　	札幌西円山病院　看護介護部	副部長　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

23-1 小森　將史 医師 東京都 一般財団法人ひふみ会　
まちだ丘の上病院

多角的視点で検討した際の日本の中小病院に
おいて電子カルテ導入率が低迷している要因
の考察

23-2 宮田　晋浩 事務職 東京都 社会福祉法人信愛報恩
会　信愛の園

見守りシステム導入の効果を考える～職員の
アンケート調査より～

23-3 北川　美歩 事務職 東京都 社会福祉法人信愛報恩
会

見守りセンサー（IoT）による記録連携につい
て

23-4 東　大里 医師 大阪府 医療法人正幸会　正幸
会病院

病院をデジタル化してみた　～クラウド電子
カルテ導入の効果と未来～

23-5 今村　浩平 介護福祉士 石川県 医療法人社団和楽仁　
芳珠記念病院

見守りシステムを導入して　～職種間のアン
ケート結果から見えたもの～

23-6 枝本　栄子 看護師 滋賀県
社会医療法人誠光会　
淡海ふれあい病院　草
津介護医療院

インカム導入による業務効率改善の取り組み　
～介護ロボット導入支援事業を活用して～

第31回 日本慢性期医療学会
The 31st Annual Meeting of Japan Association of Medical and Care Facilities

2222



24	 10月19日（木）　16:30-17:30　看護③
【座　長】樽見桂子　	美原記念病院　回復期リハビリテーション病棟師長　看護師
【評価者】紅野勉　　	池端病院　事務部長　作業療法士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

24-1 三枝　美紀 看護師 北海道 社会医療法人慈恵会　
聖ヶ丘病院

新型コロナウイルス感染症クラスター体験か
ら職員のストレスについて

24-2 泊　紀子 看護師 広島県 医療法人ピーアイエー　
ナカムラ病院

患者が快適に座るための取り組み～職員の
シーティングに対する意識向上～

24-3 松下　幸子 看護師 東京都 平成医療福祉グループ
A医療・福祉グループ関連医療機関における臨
床看護師の看護研究推進に向けた支援活動の
評価

24-4 長澤　真由美 看護師 神奈川県 医療法人財団明理会　
相原病院

透析中の抜針事故リスクに関する看護師の臨
床判断

24-5 萩原　綾子 看護師 埼玉県 医療法人財団新生会　
大宮共立病院

高齢者に向けた大腸内視鏡検査のオリエン
テーションのありかた

24-6 石井　克弥 看護師 神奈川県
医療法人社団協友会　
横浜鶴見リハビリテー
ション病院

体抑制解除に至った要因を振り返る－抑制へ
の苦痛を訴える患者との関わりからの考察－

25	 10月19日（木）　17:30-18:50　経営管理全般、業務改善①
【座　長】岡田誠志　	定山渓病院　経営管理部	部長　事務
【評価者】樽見桂子　	美原記念病院　回復期リハビリテーション病棟師長　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

25-1 諸岡　義彦 看護師 佐賀県 社会医療法人祐愛会　
高島病院 経営改善へ向けての取り組み

25-2 大森　紀夫 看護師 鳥取県 医療法人養和会　養和
病院

介護現場におけるDX（ライブコネクト）導入
による効果			～第三の介護者としての役割～

25-3 野口　光 理学療法士 静岡県
医療法人弘遠会　すず
かけヘルスケアホスピ
タル

組み合わせ最適化を使用した勤務表作成ツー
ルの開発

25-4 田村　和浩 介護福祉士 神奈川県
IMSグループ医療法人
社団明芳会　イムス横
浜東戸塚総合リハビリ
テーション病院

データマネジメントによる定数管理と業務改
善(第2報)

25-5 重田　めぐみ 看護師 広島県 医療法人社団大谷会　
島の病院おおたに

当院における看護師の申し送り廃止に向けて
の課題～申し送りの認識調査から問題点を探
る～

25-6 初澤　愛子 事務職 東京都 一般財団法人ひふみ会　
まちだ丘の上病院

中小病院における電子カルテ導入の実践的ア
プローチと課題

25-7 藤井　梨沙 看護師 広島県 医療法人和同会　広島
シーサイド病院

相互支援ができる職場環境づくりに向けた改
善活動の推進～介護医療院における業務改善
の成果～

25-8 浅田　一平 看護師 東京都 医療法人社団大和会　
大内病院

A精神病院に勤務する看護師における男性看護
師の育児休業取得に対する意識の実態

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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ポスター（大阪国際会議場	10階	会議室1004-5）
26	 10月19日（木）　14:30-15:30　代替療法・レク①、身体抑制廃止①、医療安全・事故対策①

【座　長】冨張修平　	富家病院　リハビリテーション室	室長　理学療法士
【評価者】吉澤良子　	内田病院　統括リハビリ部	部長　理学療法士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

26-1 大坪　まどか 柔道整復師 神奈川県
社会福祉法人せいざん
福祉会　介護老人福祉
施設ケアホーム三浦

コロナ禍のレクリエーションの取り組みと実
績

26-2 蓬原　萌 看護師 鹿児島県 医療法人碩済会　吉田
記念病院介護医療院

経鼻経管栄養で自己抜去を頻回にする入所者
に対する自己抜去防止と身体拘束解除に向け
た取り組み

26-3 井関　菊代 看護師 神奈川県
医療法人社団三喜会　
鶴巻温泉病院介護医療
院

介護医療院開設に伴う、ミトン廃止への取り組
み～ストレス減に向けた代替え手袋の改良～

26-4 牧　めぐみ 看護師 愛知県 医療法人豊田会　刈谷
豊田東病院

患者のそばで看護・介護を実践することによ
る転倒転落リスクの変化

26-5 神　沙由里 看護師 東京都 医療法人社団明生会　
セントラル病院分院

新型コロナ陽性患者の離棟インシデントを経
験して

26-6 土岐　慶子 看護師 青森県 医療法人誠仁会　尾野
病院

入院患者状況に合った転倒転落アセスメント
スコアシート運用に関する取り組み

27	 10月19日（木）　15:30-16:30　医療安全・事故対策②
【座　長】嶋﨑眞治　	セントラル病院　リハビリテーション科	科長　理学療法士
【評価者】冨張修平　	富家病院　リハビリテーション室	室長　理学療法士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

27-1 梶原　若奈 看護師 愛媛県 医療法人天真会　南高
井病院

４床室におけるベッドの位置とCOVID-19感
染リスクの関係性

27-2 奥村　友季子 看護師 熊本県 医療法人財団聖十字会　
西日本病院

RCA分析を用いた体幹ギプス固定による褥瘡
発生の原因分析

27-3 内田　裕也 看護師 千葉県 医療法人社団ふけ会　
富家千葉病院

慢性期病棟における急変時対応の周知と今後
の課題

27-4 丸岡　幸子 看護師 青森県 医療法人誠仁会　尾野
病院

安全確保の取り組み～ベッドを低床にしたこ
とで転落防止や衝撃の軽減が可能か～

27-5 新田　明日香 理学療法士 広島県 医療法人社団大谷会　
島の病院おおたに ヒヤリハットからみえる傾向と対策

27-6 笹　潤之 理学療法士 鹿児島県 医療法人碩済会　吉田
記念病院

『医療安全文化の醸成を目指して　～日々の業
務への効果的介入～』
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28	 10月19日（木）　16:30-17:30　医療安全・事故対策③
【座　長】杉山寛行　	光風園病院　リハビリテーション部	科長　理学療法士
【評価者】嶋﨑眞治　	セントラル病院　リハビリテーション科	科長　理学療法士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

28-1 井上　浩彰 看護師 大阪府
一般財団法人岸和田農
友協会　岸和田平成病
院

５S活動によるインシデントの減少を目指して

28-2 寺尾　直子 看護師 愛媛県 松山リハビリテーショ
ン病院

転倒事故０を目指して　～医療安全管理者か
らの「気づき」の支援～

28-3 細野　健太 理学療法士 山口県 光市立光総合病院 リハビリテーション科における5年間のインシ
デントレポート分析

28-4 松本　鮎美 看護師 東京都 アルケア株式会社 経鼻胃管カテーテルの固定にプレカット製品
を使用することの有用性の検討

28-5 田邉　麻奈美 事務職 福岡県 社会医療法人　原土井
病院

高齢化時代における患者ハラスメント対策　
～暴言・暴力レポートの導入～

28-6 瀨戸　俊哉 看護師 福岡県 社会医療法人北九州病
院　北九州若杉病院

当院における過去5年のインシデント・アクシ
デント報告の分析

29	 10月19日（木）　17:30-18:40　チーム医療①
【座　長】吉澤良子　	内田病院　統括リハビリ部	部長　理学療法士
【評価者】杉山寛行　	光風園病院　リハビリテーション部	科長　理学療法士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

29-1 中村　由理 准看護師 静岡県 医療法人社団健寿会　
山の上病院 ありがとう！心豊かに！

29-2 小林　悠人 言語聴覚士 新潟県 医療法人橘光葉会　三
条東病院

ミールラウンドにKTバランスチャートを導入
した経過と今後の課題

29-3 村上　正子 准看護師 岡山県 医療法人髙志会　柴田
病院

より良いチームを目指した、コミュニケーショ
ン活発化作戦！　～エニアグラムで自己・他
者を知る～

29-4 吉澤　恵介 言語聴覚士 東京都 医療法人社団明生会　
セントラル病院

療養型病院における適切なトロミ付けの習得
に向けた取り組み～病棟スタッフの意見を基
にした動画を用いて～

29-5 初田　慎吾 理学療法士 富山県 流杉病院
離床機会の減少により発生した褥瘡入所者に
対するポジショニングの取り組み～ポジショ
ニングとチーム連携～

29-6 柳詰　玲子 看護師 大阪府 社会医療法人生長会　
ベルピアノ病院

当院における排尿ケアチームの現状と今後の
課題

29-7 横田　俊輔 理学療法士 北海道 社会医療法人慈恵会　
聖ヶ丘病院

移乗介助を行う際のスライディングボード普
及に向けた取り組み

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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30	 10月19日（木）　14:30-15:30　褥瘡・スキンケア②
【座　長】鈴木鈴子　	池端病院　看護部長　看護師
【評価者】工藤弘之　	大久野病院　リハビリテーション部	部長　理学療法士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

30-1 岡田　亜矢子 看護師 大阪府 医療法人社団緑水会　
緑水会病院

外力コントロールによる皮膚トラブル改善へ
の取り組み～体圧分散グローブを使用して～

30-2 工藤　香菜 看護師 北海道 医療法人喬成会　花川
病院

褥瘡予防におけるチームアプローチによるシ
ステム作り　～車椅子乗車時の褥瘡予防の向
上～

30-3 大坪　伸江 看護師 富山県 流杉病院 高齢者の褥瘡へ局所陰圧閉鎖療法を導入して

30-4 幸田　愛美 看護師 徳島県 医療法人ひまわり会　
中洲八木病院

持ち込みの褥瘡を有していた患者の褥瘡治癒
を目指した取り組みについて

30-5 伊東　亜貴子 看護師 神奈川県 医療法人社団三喜会　
鶴巻温泉病院

「鶴巻版体圧分散式マットレス選定フロー
チャート」導入と効果の検討　～新規褥瘡発
生ゼロを目指して～

30-6 近藤　美香 看護師 東京都
医療法人武蔵野会　小
平中央リハビリテー
ション病院

スキンテアについての理解力向上と個別介入
に伴う発生件数の変化について

31	 10月19日（木）　15:30-16:30　褥瘡・スキンケア③
【座　長】林好加　　	桜ヶ丘病院　看護師長　看護師
【評価者】鈴木鈴子　	池端病院　看護部長　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

31-1 藤井　梨加 看護師 静岡県 医療法人社団榮紀会　
東名裾野病院

当院における褥瘡対策　～多職種連携の重要
性～

31-2 西山　陽斗 理学療法士 神奈川県 医療法人社団博慈会　
青葉さわい病院 当院における褥瘡発生因子の検討

31-3 塙　祐哉 看護師 埼玉県 医療法人社団富家会　
富家病院

訪問看護師によるフットケアの取り組み	
～リモイスクレンズを使用して～

31-4 古山　浩子 看護師 兵庫県 医療法人社団緑水会　
北摂中央病院

高齢者の健康な皮膚を目指した取り組み	
～高齢者の皮膚を理解し保湿剤塗布を継続す
る～

31-5 大宮　均斗 理学療法士 埼玉県 医療法人社団富家会　
富家病院

療養病棟での間接的サポートを活用したポジ
ショニング効果の検討

31-6 畠中　優 看護師 鹿児島県 社会医療法人卓翔会　
卓翔会記念病院 褥瘡対策におけるポジショニングの統一
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32	 10月19日（木）　16:30-17:30　褥瘡・スキンケア④
【座　長】前田真宏　	光風園病院　病棟科長　看護師
【評価者】林好加　　	桜ヶ丘病院　看護師長　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

32-1 新宮　蒼也 理学療法士 千葉県 医療法人平成博愛会　
印西総合病院

体圧測定器を用いた適切なポジショニングに
より難治性褥瘡が治癒できた症例：症例報告

32-2 岡本　明華 看護師 愛媛県 松山リハビリテーショ
ン病院 褥瘡予防に対するスタッフの意識改革

32-3 渡邉　利津子 看護師 福岡県 医療法人恵光会　原病
院

難治性の褥瘡に対し陰圧療法及びプロントザ
ン処置を行い改善に至った一症例

32-4 山﨑　恵美 介護職 東京都 社会福祉法人信愛報恩
会　信愛病院

手掌内の異臭・湿潤環境改善を求めて　
～コラージュフルフルを使用して～

32-5 齋藤　恵 准看護師 福岡県 医療法人恵光会　原病
院 乾燥患者への保湿効果の検証

32-6 林　美保子 理学療法士 福島県 福島寿光会病院 高齢者入院患者の低栄養状態と褥瘡発生との
関係：BMI・血液データ・CONUTによる解析

33	 10月19日（木）　17:30-18:40　チーム医療②
【座　長】工藤弘之　	大久野病院　リハビリテーション部	部長　理学療法士
【評価者】前田真宏　	光風園病院　病棟科長　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

33-1 緩詰　哲也 介護福祉士 大阪府
医療法人社団和風会　
千里リハビリテーショ
ン病院

多職種連携による排泄能力・排泄形態向上を
目指した介護職の取り組み

33-2 久保田　瑛一
郎 事務職 東京都 一般財団法人ひふみ会　

まちだ丘の上病院
病院内プロジェクトの心理的安全性の考察―
電子カルテ導入プロジェクトのケーススタ
ディー

33-3 寺田　貴子 看護師 滋賀県 社会医療法人誠光会　
淡海ふれあい病院

地域包括ケア病棟における退院支援の多職種
連携パスの改善と活用

33-4 佐藤　峻 理学療法士 宮城県 南三陸病院 当院の透析時運動指導等加算における多職種
での取り組みについて

33-5 平　優里亞 作業療法士 富山県 特定医療法人財団五省
会　西能みなみ病院

認知症ケアチームでの取り組み～アロマ等の
心地よい刺激によるBPSD軽減について～

33-6 玉田　直人 作業療法士 埼玉県 医療法人財団明理会　
埼玉セントラル病院 褥瘡対策に向けた病棟への働きかけ

33-7 御子柴　音羽 管理栄養士 神奈川県 医療法人横浜平成会　
平成横浜病院

管理栄養士によるリハビリ自主トレサポート:
症例報告

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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ポスター（大阪国際会議場	10階	会議室1003）
34	 10月19日（木）　14:30-15:30　慢性期医療・治療②

【座　長】新谷英夫　	堺平成病院　名誉院長　医師
【評価者】矢野諭　　	多摩川病院　理事長　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

34-1 澤田　直孝 理学療法士 福岡県 社会医療法人北九州病
院　北九州小倉病院

当院でのポジショニングへの取り組み-成功体
験から学ぶ当院の今後の課題-

34-2 佐伯　拓磨 理学療法士 北海道 医療法人社団洞仁会　
洞爺温泉病院

介護医療院COVID-19クラスターにおける日
常生活動作能力への影響

34-3 酒井　早絢 看護師 大阪府 医療法人恵泉会　堺平
成病院

踵部及び踵部周囲の除圧　－スタッフの意識
改善と踵部体圧値の変化に着目して－

34-4 下村　理夏 作業療法士 高知県 医療法人新松田会　愛
宕病院分院

余暇時間の工夫によりアパシーが改善した症
例-他者交流に着目した介入-

34-5 下村　和恵 看護師 福岡県 医療法人恵光会　原病
院

新型コロナウイルスに対するドライブスルー
による発熱外来の取り組み～地域貢献に向け
て～

34-6 丸山　徹 医師 福岡県 社会医療法人　原土井
病院

心エコーデータベースからみた高齢者におけ
るたこつぼ心筋症の検討

35	 10月19日（木）　15:30-16:30　在宅医療・看護②、ターミナルケア・緩和ケア③
【座　長】花谷達也　	光風園病院　病棟科長　看護師
【評価者】新谷英夫　	堺平成病院　名誉院長　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

35-1 古波鮫　美智
子 看護師 沖縄県 医療法人博愛会　牧港

中央病院
住み慣れた施設への退院を目指して　～栄養
士と連携した退院支援～

35-2 田村　未弥 看護師 富山県 特定医療法人財団五省
会　西能みなみ病院

コロナ禍の面会制限の中、終末期患者家族へ
看護師が果たす役割

35-3 古田　悠夏 看護師 北海道 医療法人渓仁会　札幌
西円山病院

終末期における認知症患者の「当たり前の生
活」を支える看護

35-4 曽田　知子 准看護師 鳥取県 医療法人養和会　養和
病院

本人の意思決定を尊重した緩和ケアへの取り
組み～認知症を合併した終末期肺腺癌利用者
に対するアプローチ～

35-5 大高　美紀 看護師 北海道 医療法人渓仁会　定山
渓病院 ALS患者と家族への意思決定支援の一事例

35-6 小島　智恵子 看護師 福岡県 医療法人恵光会　原病
院 鎮静の現状と今後の課題
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36	 10月19日（木）　16:30-17:30　感染症③
【座　長】大串文隆　	博愛記念病院　院長　医師
【評価者】花谷達也　	光風園病院　病棟科長　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

36-1 松浦　美香 看護師 佐賀県 医療法人天心堂　志田
病院 コロナ禍に当院が経験したこと

36-2 米川　英宏 薬剤師 千葉県 医療法人社団誠馨会　
総泉病院

広域抗菌薬使用届出書の提出率向上への取り
組み　～COVID-19院内クラスター発生を契
機に～

36-3 田村　遵子 看護師 鳥取県 医療法人養和会　養和
病院

新型コロナ感染症に対する当法人の活動報告　
～組織の機動的行動によりグループ全体にも
たらした効果～

36-4 山之上　弘樹 医師 静岡県 医療法人徳洲会　静岡
徳洲会病院

転院時の著明な貧血をきっかけに発見された
腸腰筋血腫の1例

36-5 山中　詩穂 看護師 大阪府 医療法人恒昭会　藍野
病院

おむつ交換時の感染対策について　ベッドの
高さによってエプロンの汚染状況に違いはあ
るのか

36-6 雨森　吏香 看護師 福岡県 医療法人正信会　水戸
病院 居室内の換気調整を行った実践報告

37	 10月19日（木）　17:30-18:40　看護師特定行為
【座　長】矢野諭　　	多摩川病院　理事長　医師
【評価者】大串文隆　	博愛記念病院　院長　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

37-1 黒河内　誠司 看護師 埼玉県 株式会社Style	訪問看
護ステーションStyle

A施設における特定行為研修修了者を活用した
事例	
～せん妄ケアを通して～

37-2 川渕　一世 看護師 北海道 医療法人渓仁会　定山
渓病院 当院での看護師特定行為実践報告

37-3 廣橋　香織 看護師 愛媛県 医療法人社団樹人会　
北条病院

急性期医療から在宅療養までを支援したALS
症例を振り返って	
―特定行為研修修了者の果たした役割－

37-4 田村　絹代 看護師 群馬県
公益財団法人脳血管研
究所　訪問看護ステー
ショングラーチア

訪問看護ステーションに配置された特定行為
研修修了看護師の役割～気管カニューレ交換2
症例を経験して～

37-5 山口　あゆみ 看護師 佐賀県 医療法人仁徳会　今村
病院

特定看護師介入による褥瘡改善とその効果に
ついて

37-6 岡本　明奈 看護師 大阪府 社会医療法人きつこう
会　多根第二病院

療養型病院における特定行為研修を修了した
看護師の活動実績と今後の課題

37-7 市倉　千恵 看護師 山口県 脳神経筋センター　よ
しみず病院

特定行為看護師による気管カニューレ交換を
開始して　～アンケートから見えた今後の活
動課題～

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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38	 10月19日（木）　14:30-15:30　認知症②
【座　長】長野綾　　	橋本病院　認知症治療病棟	主任　看護師
【評価者】川畑政代　	国分中央病院　看護・介護部	部長　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

38-1 山本　佳香 看護師 山梨県

公益社団法人山梨勤労
者医療協会　巨摩共立
病院／山梨勤労者医療
協会　共立高等看護学
院

透析中に身体抑制の必要性について判断する
ことに関する看護師の思い

38-2 佐藤　景子 作業療法士 北海道 医療法人愛全会　愛全
病院

認知症ケアチームと病棟職員が連携し高次脳
機能障害に対応したことで「噛む」自傷他害
行為が改善した1例

38-3 柳澤　綾乃 看護師 群馬県 医療法人社団醫光会　
駒井病院 認知症患者の転倒転落防止に向けた取り組み

38-4 谷村　公朗 作業療法士 山口県 医療法人愛の会　光風
園病院

認知症ケアで難渋する症状や現象とその対応
策を知る

38-5 古閑　彩奈 理学療法士 熊本県 医療法人谷田会　谷田
病院

重度認知症患者の環境調整と活動意欲の変化	
～本人の趣味に着目して～

38-6 喜井　隆太郎 作業療法士 香川県 医療法人社団和風会　
橋本病院

屋外での食事により食事摂取量、行動意欲に
変化がみられた症例

39	 10月19日（木）　15:30-16:30　認知症③、地域包括ケア③
【座　長】中西恵美　	橋本病院　医療安全管理部	副主任　看護師
【評価者】長野綾　　	橋本病院　認知症治療病棟	主任　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

39-1 松本　敏子 看護師 群馬県 医療法人社団三思会　
くすの木病院

認知症ケアチーム３年間の活動データからみ
た評価と課題	～依頼日当日介入を目指して～

39-2 内原　成美 作業療法士 埼玉県
IMSグループ医療法人
財団明理会　埼玉セン
トラル病院

BPSD改善へ向けてNPIを共通言語にするため
の取り組み報告

39-3 鈴木　志歩 作業療法士 埼玉県
IMSグループ医療法人
財団明理会　埼玉セン
トラル病院

OTがSTにOJTして貰うことによる効果に関
する一事例の報告

39-4 眞壁　政也 社会福祉士 沖縄県 医療法人以和貴会　西
崎病院

地域文化にチームアプローチ～スピリチュア
ルへ伴走型支援～

39-5 福永　みか 看護師 鹿児島県
医療法人玉昌会　キラ
メキテラスヘルスケア
ホスピタル

退院支援に関わる病棟看護師の直面する問題

39-6 福田　夏雪 看護師 鹿児島県 医療法人美﨑会　国分
中央病院

地域包括ケア病棟でのストーマトラブルへの
取り組み
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40	 10月19日（木）　16:30-17:30　栄養マネジメント、口腔ケア①、排泄ケア①
【座　長】中山剛志　	大久野病院　リハビリテーション部	言語聴覚療法科	科長　言語聴覚士
【評価者】中西恵美　	橋本病院　医療安全管理部	副主任　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

40-1 藤森　和子 看護師 福岡県 医療法人笠松会　有吉
病院

適切な栄養管理の重要性	～患者さんのQOLと
トータルコストの改善～

40-2 榮木　千恵 看護師 兵庫県 医療法人社団緑水会　
北摂中央病院

口腔内環境の改善を目指して　～統一した口
腔ケア方法の確立～

40-3 佐々野　美緒
子 歯科衛生士 福岡県 医療法人社団正信会　

水戸病院
歯科衛生士からの視点から捉えた口腔ケアの
取り組み

40-4 安島　美鳩 准看護師 北海道 医療法人渓仁会　定山
渓病院

患者の生活の場で対応可能な排泄方法を目指
して～紙オムツをちぎる自閉スペクトラム症
患者への対応～

40-5 坂口　陽子 看護師 福岡県 医療法人錦会　上曽根
病院

拭き取りクリームを使用した陰部清拭	
～微温湯を使用した陰部洗浄との比較～

40-6 原　千春 看護師 香川県 医療法人和風会　橋本
病院

尿道留置カテーテル抜去プログラムの再考～
症例を通して～

41	 10月19日（木）　17:30-18:40　栄養管理①、臨床検査
【座　長】川畑政代　	国分中央病院　看護・介護部	部長　看護師
【評価者】中山剛志　	大久野病院　リハビリテーション部	言語聴覚療法科	科長　言語聴覚士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

41-1 黒田　真衣 管理栄養士 大阪府
医療法人社団和風会　
千里リハビリテーショ
ン病院

新型コロナウィルス感染症流行時の食事提供
法　～居室配膳法とカフェテリア法の比較～

41-2 岩沼　菜穂子 栄養士 群馬県 公益財団法人脳血管研
究所　美原記念病院

病院食の材料費上昇を抑制するための取り組
み

41-3 桜井　フミア
キ 管理栄養士 大阪府

医療法人和風会　千里
リハビリテーション病
院

経口補助食品の摂取方法の違いによる筋肉量
及び摂取エネルギーの検討

41-4 坂田　有紀 放射線技師 千葉県 医療法人社団一心会　
初富保健病院

静音条件の使用を考慮した頭部MRI撮像の最
適化による病棟患者の検査時間短縮方法の検
討

41-5 藤沢　あすか 臨床検査技
師 埼玉県 医療帆人社団富家会　

富家病院
回復期リハビリテーションによる筋肉量の変
化～ InBodyを用いた測定～

41-6 村山　太郎 放射線技師 長野県 医療法人公仁会　轟病
院

CT更新に伴う適切な腹部造影CT撮影条件の
決定

41-7 黒木　和美 放射線技師 福岡県 社会福祉法人　原土井
病院 CT装置更新に伴った造影剤量減量の試み

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～

 31 31

一 

般 

演 

題

19
日



42	 10月19日（木）　14:30-15:30　口腔ケア②、排泄ケア②
【座　長】西川猛　　	陵北病院　リハビリテーション科長　言語聴覚士
【評価者】石川朝子　	札幌西円山病院　作業療法科長　作業療法士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

42-1 菅村　孝子 看護師 石川県 医療法人社団和楽仁　
芳珠記念病院

病棟看護師の口腔ケア技術向上への取り組
み　ー体験型口腔ケア研修を通してー

42-2 江口　英吏菜 看護師 福岡県 医療法人恵光会　原病
院

歯垢染色液の使用により患者と家族の口腔ケ
ア意識向上に繋がった取り組み

42-3 前田　正浩 介護福祉士 北海道 医療法人渓仁会　札幌
西円山病院 馬尾障害のある認知症患者の排泄支援

42-4 北川　由美子 理学療法士 石川県 医療法人社団和楽仁　
芳珠記念病院

排尿ケアチームとして地域包括ケア病棟で関
わった一症例で気づいたこと

42-5 和田　浩治 医師 大分県 医療法人信和会　和田
病院

当院における排尿自立指導の現状と今後の課
題

42-6 岡本　成以子 看護師 愛媛県 医療法人天真会　南高
井病院

排尿自立支援の取り組み		
～尿道カテーテル再留置を防ぐための間欠導
尿～

43	 10月19日（木）　15:30-16:30　代替療法・レク②、身体抑制廃止②
【座　長】大森貴允　	松山リハビリテーション病院　リハビリテーション部	係長　理学療法士
【評価者】西川猛　　	陵北病院　リハビリテーション科長　言語聴覚士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

43-1 上野　小百合
レクリエー
ショント
レーナー

神奈川県 医療法人社団三喜会　
鶴巻温泉病院

睡眠障害を認める認知症患者に対する個別レ
クリエーションの効果～不安・不穏言動への
対話を通じた関わり～

43-2 佐藤　成津子 介護福祉士 千葉県
医療法人社団ふけ会　
富家リハビリセンター
花見川

四季折々のレクリエーションの工夫

43-3 神波　史江 准看護師 奈良県 医療法人厚生会　奈良
厚生会病院介護医療院

介護医療院での療養生活者におけるレクリ
エーションを用いての活気・意欲の向上効果

43-4 青木　美穂 看護師 神奈川県 医療法人社団三喜会　
鶴巻温泉病院

身体拘束ゼロに向けた職員の意識の変化　～
病院から施設への転換介護医療院での取り組
み～

43-5 鷲田　満土香 作業療法士 愛知県 社会医療法人財団新和
会　八千代病院

身体拘束軽減に向けたチームでのリハビリス
タッフの役割の再考－回復期リハ病棟の症例
を通して－

43-6 野田　いずみ 看護師 三重県 医療法人（社団）佐藤
病院　長島中央病院 身体拘束解除に求められるもの
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44	 10月19日（木）　16:30-17:30　代替療法・レク③、身体抑制廃止③
【座　長】大谷恭子　	有吉病院　診療部	部長　医師
【評価者】大森貴允　	松山リハビリテーション病院　リハビリテーション部	係長　理学療法士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

44-1 中野　美香子 作業療法士 山口県 医療法人愛の会　光風
園病院

療養病棟入院患者のQOL向上を目的とした趣
味活動の報告　～第一報～

44-2 志賀　霞 看護師 福岡県
社会医療法人北九州病
院　北九州宗像中央病
院

回復期病棟患者の離床活動が及ぼす効果につ
いて	
～生活リズムの確立とFIM利得を目指して～

44-3 渡邉　隼人 作業療法士 神奈川県
医療法人社団哺育会　
さがみリハビリテー
ション病院

院内特別設置神社「さがみ神社」が入院患者
様に与える影響

44-4 井口　勝枝 看護師 静岡県 医療法人社団八洲会　
袋井みつかわ病院

療養病棟職員の「身体拘束見直し活動」の前
後における意識の変化

44-5 成田　枝美子 看護師 新潟県 医療法人社団橘光葉会　
三条東病院 24時間の身体拘束０をめざして

44-6 盛田　大樹 看護師 富山県 医療法人社団城南会　
富山城南温泉病院

医療療養病棟における身体拘束に関する意識
調査	
～身体拘束判断の開始・解除フローチャート
を導入して～

45	 10月19日（木）　17:30-18:40　介護施設①
【座　長】石川朝子　	札幌西円山病院　作業療法科長　作業療法士
【評価者】大谷恭子　	有吉病院　診療部	部長　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

45-1 春日井　翔子 理学療法士 東京都
社会福祉法人平成記念
会　介護老人福祉施設
ケアホーム葛飾

施設入所高齢者における握力と認知機能およ
び日常生活動作の関連

45-2 中山　悠 社会福祉士 茨城県 医療法人竜仁会　牛尾
病院

介護付き有料老人ホーム入居者における意欲、
栄養状態と認知機能との関連性

45-3 演題取り下げ

45-4 小松　憲一 施設管理者 大分県
医療法人信和会　住宅
型有料老人ホーム和楽
苑

適切な排泄ケアを目指し得られたこと

45-5 秋房　寛輝 理学療法士 大阪府
社会医療法人若弘会　
介護老人保健施設竜間
之郷

脊柱管狭窄症により離床に意欲低下を認めた
事例へのリハビリテーション報告

45-6 黒木　一史 作業療法士 福岡県 医療法人芙蓉会　メ
ディカルケア南ヶ丘

介護施設において、ＢＩ維持・改善の目標値
を定め、多職種で連携した取り組み

45-7 大島　佑一郎 介護福祉士 千葉県
社会福祉法人樹会　特
別養護老人ホーム四街
道苑

靴下のひっかからないフットケア

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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一般演題	 10月20日（金）

第2会場（大阪国際会議場	5階	小ホール）
46	 10月20日（金）　8:40-9:40　介護医療院①

【座　長】下境田雄麻　	国分中央病院　理事長室	課長　作業療法士
【評価者】金沢英哲　　	富家病院　摂食嚥下サポートチームリーダー　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

46-1 山岡　亜裕美 作業療法士 香川県 医療法人圭良会　永生
病院

両側慢性硬膜下血腫を呈し継続的な訓練を経
て改善がみられた症例～「101歳、まだまだ
頑張ります」～

46-2 岡本　由記 看護師 岡山県 公益社団法人弘仁会　
玉島病院

介護医療院でのクラスターを経験して　～コ
ロナへの備えとは～

46-3 松本　大樹 介護福祉士 和歌山県
医療法人藤民病院　藤
民病院介護医療院　さ
くらの家ふじたみ

その人らしい生活をしてもらうために	
～小規模介護医療院だからできること～

46-4 石川　朝子 作業療法士 北海道 医療法人渓仁会　札幌
西円山病院

介護医療院における短期集中リハビリは効果
があるのか？

46-5 千葉　郁未 言語聴覚士 北海道
医療法人渓仁会　札幌
西円山病院　介護医療
院

介護医療院入所者の入所時と３カ月後の栄養
摂取状況の変化

46-6 横井　元貴 理学療法士 滋賀県 医療法人恒仁会　近江
温泉病院

安全・安楽にケアを受けられる身体づくりへ
の取り組み	
～おむつ交換のしやすさと股関節可動域との
関係～

47	 10月20日（金）　9:40-10:40　介護医療院②
【座　長】安川早小女　	永生病院　看護師長　看護師
【評価者】下境田雄麻　	国分中央病院　理事長室	課長　作業療法士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

47-1 八戸　祐介 生活相談員 長崎県 医療法人和光会　恵愛
荘

眠りスキャン導入後の効果	
～介護負担軽減と生活の質の向上～

47-2 八木沢　利紗 理学療法士 北海道 医療法人愛全会　愛全
病院

毎日の離床で【潤いある生活】へ　―介護医
療院におけるリハビリと介護の協業―

47-3 中道　真理子 薬剤師 福岡県 社会医療法人　原土井
病院 介護医療院で取り組むポリファーマシー

47-4 石田　有希 看護師 山梨県 医療法人慶友会　城東
病院

介護医療院での看護師業務　～利用者の自立
支援を目指して～

47-5 嘉村　清 理学療法士 長崎県 医療法人和光会　恵愛
荘

働きやすい職場づくり・採用と定着を目指し
て	
～生産性向上と介護サービスの質の向上～

47-6 岩佐　康行 歯科医師 福岡県 医療法人　原土井病院 当院介護医療院におけるミールラウンドの状
況
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48	 10月20日（金）　10:40-11:40　チーム医療③
【座　長】金沢英哲　　	富家病院　摂食嚥下サポートチームリーダー　医師
【評価者】安川早小女　	永生病院　看護師長　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

48-1 𠮷川　仁 放射線技師 奈良県 医療法人弘仁会　南和
病院

当院放射線技師の広報活動による多職種との
関連性	-100人カイギ意見交換まで-

48-2 北川　未優 看護師 京都府
医療法人社団洛和会　
洛和会音羽リハビリ
テーション病院

セル看護方式導入に伴う看護補助者の意識の
変化について～看護師、看護補助者のケアの
協働を目指して～

48-3 大薗　貴明 作業療法士 山口県
医療法人和同会　宇部
リハビリテーション病
院

当院の摂食嚥下チームの取り組みについて	～
嚥下カンファレンスシートを活用して～

48-4 朝日原　杏奈 看護師 静岡県 静岡徳洲会病院 タスクシフトによる看護補助者のモチベー
ションの変化

48-5 永尾　綾子 言語聴覚士 北海道 医療法人渓仁会　札幌
西円山病院 人生最後の食支援～最後まで自分らしく～

48-6 山根　美紀 管理栄養士 山口県
医療法人和同会　宇部
リハビリテーション病
院

重度嚥下障害患者の最期まで「食」を支える
取り組みの一事例	―	臨床倫理カンファレンス
を試みて	―

第3会場（大阪国際会議場	12階	特別会議場）
49	 10月20日（金）　8:40-9:40　チーム医療④

【座　長】梶原若奈　　	南高井病院　副看護部長　看護師
【評価者】大久保修和　	弥刀中央病院　副院長　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

49-1 佐藤　仁美 医師 山梨県 医療法人慶友会　城東
病院

意思決定支援への取り組み　～臨床倫理４分
割表の活用～

49-2 永石　朋美 看護師 大分県 医療法人信和会　和田
病院

手術室を兼務する病棟のチームとしての取り
組み

49-3 川島　早紀 理学療法士 東京都 一般財団法人多摩緑成
会　緑成会病院

眠りSCANによる睡眠評価と共同意思決定に
よるチームアプローチで睡眠満足度が改善し
た一例：症例報告

49-4 阿部　未奈 理学療法士 宮城県 医療法人社団健育会　
石巻健育会病院

「また店に立ちたい」脳血管疾患を呈した症例　
～本人の意思に寄り添って～

49-5 山下　祥太 理学療法士 兵庫県 医療法人社団南淡千遙
会　南淡路病院

医療療養病棟における離床コーディネーター
の役割と課題～幻暈と嘔気により離床に難渋
した症例を通して～

49-6 和田　純治 医師 大分県 医療法人信和会　和田
病院

当院の骨折患者の再骨折予防のため治療戦略
（骨粗鬆症治療継続に向けてのチームでの取り
組み）

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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50	 10月20日（金）　9:40-10:40　スタッフ育成①
【座　長】林義之　　	南淡路病院　院長　医師
【評価者】梶原若奈　	南高井病院　副看護部長　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

50-1 上田　真愉未 看護師 大阪府 北大阪医療生活協同組
合　照葉の里箕面病院

介護手順の指針となる介護基準作成への取り
組み

50-2 伊東　芽以 看護師 東京都 社会福祉法人慈生会　
ベトレヘムの園病院

感染委員の働きかけで起きたCWの感染対策の
意識・行動の変化

50-3 三浦　友花 看護師 静岡県 医療法人社団綾和会　
掛川北病院

スピーチロックを減らす取り組み　～職員の
意識変化を目指して～

50-4 今富　裕之 理学療法士 徳島県 医療法人平成博愛会　
博愛記念病院

リハビリテーション部教育研修委員会Web研
修「リーダー事例検討会」が研修参加者に及
ぼした影響

50-5 久保田　靖子 看護師 静岡県 医療法人真養会　きせ
がわ病院

療養病床から地域包括ケア病床への転換にお
ける看護提供体制の課題

50-6 渡部　忍 看護師 愛媛県 医療法人天真会　南高
井病院 院内研修でのe-ラーニングの効果と課題

51	 10月20日（金）　10:40-11:40　スタッフ育成②
【座　長】西尾俊治　	南高井病院　院長　医師
【評価者】林義之　　	南淡路病院　院長　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

51-1 堀池　昌子 看護師 滋賀県 社会医療法人誠光会　
淡海ふれあい病院

ナラティブを活用した人間性豊かな医療人の
育成への取り組み

51-2 徳永　智史 作業療法士 茨城県 医療法人竜仁会　牛尾
病院

看護師および介護職員のキャリアアンカーの
傾向と仕事継続意思との関連

51-3 橋爪　怜美 看護師 和歌山県 医療法人千徳会　桜ヶ
丘病院

新卒看護師の不安軽減に向けたポケットマ
ニュアルの作成

51-4 荒木　優子 看護師 大阪府
医療法人社団和風会　
千里リハビリテーショ
ン病院

当院での屋外急変時対応についての取り組み

51-5 竹内　えり子 介護福祉士 静岡県 医療法人社団和恵会　
介護医療院湖東病院

介護技能実習生を受け入れて　～受け入れを
通して見えた課題と今後～

51-6 有賀　明美 事務職 山梨県 医療法人慶友会　城東
病院

科学的人事を実現するためのシステム導入及
び運用について

第31回 日本慢性期医療学会
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52	 10月20日（金）　13:00-14:00　業務改善②
【座　長】福西成男　	西宮回生病院　院長　医師
【評価者】西尾俊治　	南高井病院　院長　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

52-1 吉岡　尚紀 介護福祉士 徳島県
医療法人あさがお会　
保岡クリニック論田病
院

院内の情報共有の見直し

52-2 山崎　淳也 理学療法士 北海道 社会医療法人貞仁会　
新札幌ひばりが丘病院

感染症患者に対するリハビリテーション業務
に関してのアンケート調査

52-3 藤田　有美 事務職 福岡県 医療法人真鶴会　小倉
第一病院

当院訪問診療に対する外来担当の医療クラー
クとしての取り組み

52-4 川守　成太郎 介護福祉士 静岡県 医療法人徳洲会　静岡
徳洲会病院

看護補助者の「口から食べるプロジェクト」
における業務改善からみえたもの　～患者・
看護補助者の変化～

52-5 田島　慎也 介護福祉士 埼玉県 医療法人富家会　富家
病院

モーニングケアの業務改善　～スタッフの人
数を言い訳にしない～

52-6 田中　麻子 精神保健福
祉士 広島県 医療法人ピーアイエー　

ナカムラ病院
コロナ禍における病院相談員の業務変化につ
いて

53	 10月20日（金）　14:00-15:00　業務改善③
【座　長】大久保修和　	弥刀中央病院　副院長　医師
【評価者】福西成男　　	西宮回生病院　院長　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

53-1 渡邉　早苗 看護師 埼玉県 医療法人社団富家会　
富家病院

カンファレンス実施に伴う業務改善への効果
について

53-2 小池　美枝 看護師 佐賀県 医療法人天心堂　志田
病院

電子カルテ導入に伴うICTを用いた看護業務タ
スクシェアの取り組み

53-3 今村　剛浩 事務職 佐賀県 医療法人仁徳会　今村
病院

チーム医療における業務推進部門の関わり方
－様式９のタスクシェア－

53-4 海野　真由子 看護師 静岡県 医療法人徳州会　静岡
徳洲会病院

誤嚥性肺炎患者のフローチャートを導入して　
～嚥下訓練・食事を早期に開始～

53-5 増田　竜紀 介護福祉士 静岡県 医療法人徳州会　静岡
徳洲会病院

患者との関りからみえてきた食べる支援　～
「口から食べるプロジェクト」を通して～

53-6 池田　カヨ 准看護師 大阪府 医療法人康生会　泉佐
野優人会病院

よりよい回復期リハビリテーション病棟を目
指して～夜勤体制の変更～

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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第4会場（大阪国際会議場	10階	会議室1008）
54	 10月20日（金）　8:40-9:40　作業療法①

【座　長】沼田一成　	奈良東病院　リハビリテーション科	統括科長　作業療法士
【評価者】越中宏明　	千里リハビリテーション病院　副病棟長　理学療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

54-1 中西　健太 作業療法士 石川県 医療法人浅ノ川　千木
病院

コロナ禍による活動制限下におけるリハビリ
を中心としたレクリエーション活動を通して
得られた反応の変化

54-2 太田　直克 作業療法士 大阪府 医療法人康生会　平成
記念病院

重度COVID ‐ 19後の患者における作業活動
の効果とADL向上

54-3 宮川　友輔 作業療法士 香川県 医療法人社団和風会　
橋本病院

認知症患者の膀胱留置カテーテルの自己管理
を獲得した1症例～排尿行動に着目して～

54-4 和泉　怜旺 作業療法士 大阪府 医療法人康生会　泉佐
野優人会病院

認知機能低下を有する脳卒中患者に対し、無
誤学習性の移乗動作練習でトイレ移乗動作の
介助量が軽減した症例

54-5 外間　久美子 作業療法士 静岡県 医療法人社団健育会　
熱川温泉病院

興味関心チェックシートを用いることで，主
婦としての役割を取り戻すことができた一症
例

54-6 小川　拓海 作業療法士 大阪府
医療法人社団和風会　
千里リハビリテーショ
ン病院

ラクナ梗塞と廃用症候群による在宅復帰困難
から課題指向型アプローチや環境調整で在宅
復帰を果たした症例

55	 10月20日（金）　9:40-10:40　作業療法②
【座　長】中村春基　	千里リハビリテーション病院　副院長　作業療法士
【評価者】沼田一成　	奈良東病院　リハビリテーション科	統括科長　作業療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

55-1 瀬河　亮介 作業療法士 徳島県 医療法人博愛会　博愛
記念病院

非結核性抗酸菌症（NTM症）による抑うつ感
を作業機能障害の分析から介入した事例

55-2 藤谷　輝 作業療法士 東京都 医療法人社団永生会　
永生病院

うつ病を呈した腰痛患者に対し、作業課題の
家族共有と多職種連携がADL改善に繋がった
事例

55-3 池原　礼奈 作業療法士 徳島県 医療法人松風会　介護
老人保健施設　明和苑

閉じこもり傾向でうつ症状を呈した症例～目
的・役割がもたらすQOLへの影響～

55-4 奥村　愛斗 作業療法士 大阪府 医療法人康生会　泉佐
野優人会病院

認知機能低下を有する脳卒中後うつ患者に対
し、認知行動療法を実施し排泄動作の介助量
軽減に繋がった症例

55-5 安達　寛 作業療法士 鹿児島県 医療法人碩済会　吉田
記念病院

リハビリ拒否のある患者様に対してのアプ
ローチ方法及び経過報告

55-6 齋藤　信 作業療法士 神奈川県 医療法人横浜平成会　
平成横浜病院

頭部外傷により重度感覚性失語、高次脳機能
障害が生じた症例への多職種連携の必要性：
症例報告

第31回 日本慢性期医療学会
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56	 10月20日（金）　10:40-11:40　理学療法②
【座　長】裵東海　　	緑成会病院　リハビリテーション部	エリア部長　理学療法士
【評価者】中村春基　	千里リハビリテーション病院　副院長　作業療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

56-1 佐々木　優祐 理学療法士 東京都 医療法人社団永生会　
南多摩病院

大腿骨頸部骨折術後に血液透析導入となった
患者に対して症状変化に合わせ負荷調節し自
宅退院した症例

56-2 遠藤　俊和 理学療法士 静岡県 医療法人社団喜生会　
新富士病院

右大腿骨転子部骨折後、低栄養により治療に
難渋した透析患者の一症例

56-3 白井　健太 理学療法士 大阪府 医療法人恵泉会　堺平
成病院

85歳以上の高齢者に対する，低強度の透析時
運動指導が有効であった2例について

56-4 川端　舞 理学療法士 大阪府
医療法人社団和風会　
千里リハビリテーショ
ン病院

強い早期退院希望がある患者にインフォーム
ドコンセントを行った症例

56-5 大坪　虎之助 理学療法士 静岡県 医療法人社団健育会　
熱川温泉病院

繰り返す褥瘡に対しポジショニングの工夫や
麻痺側の機能向上を通して褥瘡治癒に至った
症例

56-6 高見澤　拓也 理学療法士 東京都 医療法人社団大和会　
大内病院

身体拘束によって生じた足関節背屈可動域制
限への理学療法介入：症例報告

57	 10月20日（金）　13:00-14:00　理学療法③
【座　長】廣谷和香　	千里リハビリテーション病院　理学療法士	コーチ　理学療法士
【評価者】裵東海　　	緑成会病院　リハビリテーション部	エリア部長　理学療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

57-1 鈴木　裕一 理学療法士 愛媛県
医療法人財団慈強会　
松山リハビリテーショ
ン病院

立ち上がり訓練用クッションを用いた自宅で
のフレイル対策

57-2 髙井　果純 理学療法士 大阪府
社会医療法人愛仁会　
介護老人保健施設つく
も

新型コロナウイルス感染症による居室隔離，
活動制限が利用者へ与えた影響

57-3 髙村　輔 理学療法士 東京都 医療法人永生会　南多
摩病院

COVID-19罹患により廃用症候群を呈した片
麻痺患者の立位姿勢に着目した介入が奏功し
た症例

57-4 鈴木　遼太 理学療法士 埼玉県 医療法人社団富家会　
富家病院

人工呼吸器を装着した患者にG-TES（ベルト
電極式骨格筋電気刺激法）の施行による、呼
吸苦に対しての影響

57-5 菅原　拓哉 理学療法士 東京都 医療法人社団大和会　
平成扇病院

免荷式歩行リフトPOPOを使用し立位動作、
移乗動作の改善が得られた一例

57-6 山田　雅司 理学療法士 石川県 公立学校共済組合　北
陸中央病院

脳卒中片麻痺患者に対して長下肢装具を用い
た運動療法の効果

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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58	 10月20日（金）　14:00-14:50　症例報告
【座　長】越中宏明　	千里リハビリテーション病院　副病棟長　理学療法士
【評価者】廣谷和香　	千里リハビリテーション病院　理学療法士	コーチ　理学療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

58-1 川村　実来 理学療法士 兵庫県 医療法人社団　西宮回
生病院

食道裂孔ヘルニア術後の患者に対して栄養状
態を考慮した介入を行い歩行の実用性が向上
した症例報告

58-2 今野　雄太 理学療法士 北海道 医療法人愛全会　愛全
病院

ナイトリハビリにおいて移動手段の評価に着
目した症例報告

58-3 髙木　智裕 理学療法士 千葉県 医療法人社団ふけ会　
富家千葉病院

大腿骨転子部骨折を呈した症例～起立動作に
着目し動作指導・環境設定を考案して～

58-4 中野　滉介 理学療法士 東京都 医療法人社団永生会　
永生病院

大腿骨転子部骨折術後の負荷量を主観的・客
観的評価を用いて調整した症例について

58-5 三國　琳之介 理学療法士 愛媛県
医療法人財団慈強会　
松山リハビリテーショ
ン病院

高齢頸椎症患者の自立した動作が可能となっ
た一症例　～ FIM予測を用いての介入～

第5会場（大阪国際会議場	10階	会議室1009）
59	 10月20日（金）　8:40-9:40　理学療法④

【座　長】藤田慎一朗　	倉敷スイートホスピタル　リハビリテーションセンター	センター長　理学療法士
【評価者】森睦子　　　	鶴巻温泉病院　看護部	副部長　看護師
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

59-1 中井　晴香 理学療法士 大阪府
医療法人社団和風会　
千里リハビリテーショ
ン病院

頻繁な疼痛の訴えがあった視床出血症例に対
する理学療法介入と経過

59-2 鴨崎　武蔵 理学療法士 山口県 医療法人愛の会　光風
園病院

情動障害により身体機能訓練への拒否が生じ、
治療が難渋した症例

59-3 林　健二 理学療法士 京都府
医療法人誠心会　池田
整形外科クリニック／
ReHub

動作時のジスキネジア軽減要因に着目し姿勢
制御能力が向上したパーキンソン病者の一例

59-4 谷　和樹 理学療法士 鹿児島県 医療法人美﨑会　国分
中央病院

心理士との連携　～不安感が軽減し、自宅退
院できた症例～

59-5 小林　蒼 理学療法士 京都府 一般財団法人仁風会　
嵯峨野病院

高次脳機能訓練と座位訓練を行うことにより、
座位姿勢の安定性が向上した一症例

59-6 亀川　龍斗 理学療法士 奈良県 医療法人鴻池会　秋津
鴻池病院

悪性症候群発症後，感染対応にて早期介入が
出来なかったが，精神面に留意し運動療法を
行いADLが改善した事例

第31回 日本慢性期医療学会
The 31st Annual Meeting of Japan Association of Medical and Care Facilities
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60	 10月20日（金）　9:40-10:40　予後予測
【座　長】大谷祐之　　	富家病院　地域総合診療専門医　医師
【評価者】藤田慎一朗　	倉敷スイートホスピタル　リハビリテーションセンター	センター長　理学療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

60-1 篠原　惠美子 看護師 香川県 医療法人社団和風会　
橋本病院

回復期リハビリテーション病棟入院時の重症
者の自宅復帰に関連する要因について～看護
必要度に着目して～

60-2 野村　順子 看護師 熊本県 医療法人財団聖十字会　
聖ヶ塔病院

回復期リハビリテーション病棟に入院する超
高齢者の達成動機とストレス対処力をはじめ
とする諸要因との関連

60-3 加藤　聡 理学療法士 福岡県
社会医療法人雪の聖母
会　聖マリアヘルスケ
アセンター

回復期リハビリテーション病棟における重度
片麻痺を有する脳卒中患者のADL改善に関わ
る因子

60-4 岡田　柊矢 理学療法士 兵庫県 医療法人康生会　豊中
平成病院

回復期リハビリテーション患者の四肢骨格筋
量指数と機能的自立度評価の運動項目の改善
効率の関連

60-5 古川　悠奈 作業療法士 埼玉県 医療法人社団富家会　
富家病院

清拭・更衣・トイレ動作に必要な握力、STEF
の点数の検討

60-6 樫村　友一郎 理学療法士 東京都 医療法人社団大和会　
多摩川病院

回復期リハビリテーション病棟における
Functional	balance	scaleと在院日数との相
関性

61	 10月20日（金）　10:40-11:40　回復期リハ②
【座　長】森睦子　　	鶴巻温泉病院　看護部	副部長　看護師
【評価者】大谷祐之　	富家病院　地域総合診療専門医　医師
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

61-1 菅原　光晴 作業療法士 東京都 清伸会ふじの温泉病院 回復期から維持期に移行した脳卒中患者に対
する集団立ち上がり訓練の効果の検討

61-2 菰田　英雄 理学療法士 香川県 医療法人社団和風会　
橋本病院

万歩計を用いたロールプレイング型自主練習
が身体機能にもたらす影響

61-3 瀬間　将太 理学療法士 群馬県 医療法人大誠会　内田
病院

当院回復期リハビリテーション病棟の集団体
操の内容別による実施効果の調査

61-4 岡野　日奈子 看護師 東京都 医療法人社団健育会　
竹川病院

患者の持てる力を活用したADL改善への取り
組み～KOMIチャートシステムを用いて～

61-5 小林　永子 作業療法士 兵庫県 医療法人社団淡路平成
会　東浦平成病院

回復期病棟における離床時間の充実に向けた
取り組み　～理想コーディネーターが行う病
棟コーディネート～

61-6 中村　浩美 准看護師 群馬県 医療法人大誠会　内田
病院

BPSDトリガーチェックシートを用いた
NPI-Q重症度・負担度の変化の検討や介護負
担軽減の効果的な対応

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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62	 10月20日（金）　13:00-14:00　脳血管リハ
【座　長】篠原智哉　	橋本病院　回復期リハビリテーション病棟	主任　作業療法士
【評価者】藤森和子　	有吉病院　ケア部	部長　看護師
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

62-1 藤原　翔 理学療法士 広島県 医療法人社団大谷会　
島の病院おおたに

成功体験の積み重ねにより，身体機能向上し
た症例

62-2 有吉　健二 理学療法士 福岡県 社会医療法人　原土井
病院

左前頭葉出血による右片麻痺を呈した症例に
対して装具療法を用いて歩行改善が見られた
一症例

62-3 吉開　大晃 理学療法士 千葉県 医療法人ふけ会　富家
千葉病院

右放線冠梗塞を呈し立位・歩行が困難であっ
た症例～身体図式に対してアプローチ～

62-4 河村　龍輝 理学療法士 香川県 医療法人社団和風会　
橋本病院

橋梗塞を呈し長下肢装具と歩行器を併用し歩
行能力が向上した一例

62-5 後藤　遥 理学療法士 兵庫県 医療法人社団　西宮回
生病院

重度左半側空間無視を有する患者に対し外的
刺激を利用し,	歩行が改善した症例報告

62-6 和田　優利奈 理学療法士 東京都 医療法人社団永生会　
みなみ野病院

回復期リハビリテーション病棟にて著明にFIM
と脱抑制の改善がみられた脳幹出血の一症例

63	 10月20日（金）　14:00-14:50　リハ全般②
【座　長】中村大輔　	元気会横浜病院　副院長　医師、作業療法士
【評価者】篠原智哉　	橋本病院　回復期リハビリテーション病棟	主任　作業療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

63-1 柿園　まど香 理学療法士 埼玉県 医療法人真正会　霞ヶ
関南病院

重度パーキンソン病１事例に対するVRによる
リハビリテーション機器の活用について

63-2 林　隆次 作業療法士 東京都 医療法人社団大和会　
平成扇病院

ライブ参加を目標に作業活動を行い機能およ
び満足度向上に至った20歳代女性の症例

63-3 伊丹　修平 作業療法士 大阪府
医療法人社団和風会　
千里リハビリテーショ
ン病院

早期退院希望・焦燥感がある対象者の復職～
MTDLPを用い目標共有ができた症例～

63-4 伊藤　千尋 理学療法士 愛知県 介護福祉美容サービス
nico

慢性期脳卒中片麻痺女性の社会参加を促すた
めにー介護福祉美容という自費リハビリテー
ションの介入報告ー

63-5 野平　光輝 理学療法士 鹿児島県
医療法人玉昌会　キラ
メキテラスヘルスケア
ホスピタル

転倒予防に繋げる多職種協働での歩行自立度
評価の取り組み

第31回 日本慢性期医療学会
The 31st Annual Meeting of Japan Association of Medical and Care Facilities
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ポスター（大阪国際会議場	10階	会議室1006-7）
64	 10月20日（金）　8:40-9:40　理学療法⑤

【座　長】長谷川奨斗　	世田谷記念病院　リハビリテーション課	部長代理　理学療法士
【評価者】榎並由香　　	平成横浜病院　看護部長　看護師
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

64-1 田村　梨佳 理学療法士 兵庫県
医療法人康生会　介護
老人保健施設ケアホー
ム豊中

施設入所者の車いす移乗とバランス能力との
関係

64-2 石上　晴太 理学療法士 宮城県 医療法人金上仁友会　
金上病院

80代以上の大腿骨近位部骨折患者における術
後早期の歩行能力に影響を与える因子

64-3 林　広稀 理学療法士 福岡県 医療法人恵光会　原病
院

フレイルを伴った透析患者に対する低負荷運
動が心身機能や疼痛に与える影響

64-4 森山　誠二 理学療法士 埼玉県 医療法人啓仁会　平成
の森・川島病院

ADL全介助で10年以上在宅生活を送り療養病
棟に入院した慢性期の下肢関節可動域の5年間
の変化について

64-5 山本　大貴 理学療法士 千葉県 医療法人平成博愛会　
印西総合病院

片麻痺患者に対する人工膝関節全置換術を
行った一症例	-術前後のExtension	lagに着目
した理学療法経過-

64-6 松本　美優 理学療法士 神奈川県 医療法人財団明理会　
相原病院

慢性期病院における義足作成までの介入～意
欲向上がFIM向上に繋がった症例～

65	 10月20日（金）　9:40-10:30　運転支援
【座　長】草野謙二　　	原病院　リハビリテーション	主任　理学療法士
【評価者】長谷川奨斗　	世田谷記念病院　リハビリテーション課	部長代理　理学療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

65-1 武藤　優貴 会社員 神奈川県 株式会社PRIDIST 運転再開支援に向けた基礎能力トレーニング
システムを活用した検証

65-2 古賀　千香子 作業療法士 佐賀県 医療法人天心堂　志田
病院

ドライブシミュレーター導入による運転支援
手順の構築

65-3 齊藤　真実 作業療法士 大阪府 医療法人恵泉会　堺平
成病院

自動車運転再開に向けて～経験者・未経験者
の差異から検討～

65-4 星川　侑輝 作業療法士 愛媛県
医療法人財団慈強会　
松山リハビリテーショ
ン病院

高次脳機能障害に対する包括的運転評価にて
自動車運転再開となった症例

65-5 畑中　洋 作業療法士 北海道 社会医療法人平成醫塾　
苫小牧東病院

回復期病棟入院患者への運転支援　―コーチ
ング理論を用いた介入で行動変容した症例―

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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66	 10月20日（金）　10:30-11:20　訪問リハ②
【座　長】榎並由香　	平成横浜病院　看護部長　看護師
【評価者】草野謙二　	原病院　リハビリテーション	主任　理学療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

66-1 演題取り下げ

66-2 赤尾　淑子 理学療法士 福岡県
医療法人社団久英会　
看護小規模多機能型居
宅介護ゆのそピア

看護小規模多機能型居宅介護利用者に対する
小集団リハビリ導入の効果と課題

66-3 近森　貴裕 作業療法士 埼玉県 医療法人聖仁会　西部
総合病院

広報誌を活用した訪問リハビリテーションの
実施と課題　～地域を繋ぐ広報誌「報リハ」～

66-4 吉野　侑也 理学療法士 千葉県 医療法人社団寿会　小
林病院

訪問リハビリテーション業務10年の歩み	
～房総半島の一課題に接して～

66-5 羽方　義武 理学療法士 京都府
医療法人清水会　京都
リハビリテーション病
院

2021年度の介護保険法改正、介護報酬改定の
施行が、訪問リハビリテーション事業に与え
た影響

67	 10月20日（金）　8:40-9:40　摂食・嚥下リハ③
【座　長】重田祐子　	国分中央病院　言語聴覚士
【評価者】池村健　　	博愛記念病院　リハビリテーション部	部長　理学療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

67-1 谷本　真弓 言語聴覚士 愛媛県 社会医療法人石川記念
会　HITO病院

介護老人保健施設におけるスマートグラスを
用いた遠隔嚥下支援

67-2 吉川　貴士 大学教員 愛媛県 （独）高等専門学校機
構　新居浜高専

摂食嚥下リハビリテーションのための簡易角
度センサの製作

67-3 小川　けい 言語聴覚士 兵庫県

徳島大学大学院口腔科
学教育部　口腔保健学
専攻博士前期課程　口
腔機能管理学分野／医
療法人社団淡路平成会　
平成病院

姿勢補助装具装着が廃用症候群患者の嚥下動
態に与える影響

67-4 松原　惟人 言語聴覚士 福岡県
医療法人社団久英会　
高良台リハビリテー
ション病院

摂食嚥下障害患者の自宅退院に影響する要因
分析

67-5 貴島　真佐子 歯科医師 大阪府
社会医療法人若弘会　
わかくさ竜間リハビリ
テーション病院

舌癌の頸部郭清術後患者におけるNST介入，
義歯作製によって食欲低下が改善した一症例

67-6 中山　剛志 言語聴覚士 東京都 医療法人財団利定会　
大久野病院

舌接触補助床の装着により嚥下咽頭期に改善
を認めた慢性硬膜下血腫の一例

第31回 日本慢性期医療学会
The 31st Annual Meeting of Japan Association of Medical and Care Facilities
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68	 10月20日（金）　9:40-10:30　リハ全般③
【座　長】矢冨匠　　	有吉病院　リハビリ課	リーダー　理学療法士
【評価者】重田祐子　	国分中央病院　言語聴覚士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

68-1 平田　祐也 理学療法士 静岡県
医療法人弘遠会　すず
かけヘルスケアホスピ
タル

医療療養病棟におけるリハビリテーションの
効果　‐ FIMの経過に着目して‐

68-2 宮田　秋音 作業療法士 神奈川県 医療法人財団明理会　
相原病院

当院における集団作業療法の取り組みと評価
指標について

68-3 大山　善久 理学療法士 東京都 医療法人社団三秀会　
青梅三慶病院

生活の変容が関節可動域の悪化、改善におよ
ぼす影響	
～約1年間の関節可動域の経過を追って～

68-4 若濵　涼平 理学療法士 北海道 医療法人渓仁会　札幌
西円山病院

高齢者における離床時間とADLの自立度との
関連について	
一般病棟リハビリスタッフの視点から

68-5 品川　倫太朗 理学療法士 北海道 社会医療法人貞仁会　
新札幌ひばりが丘病院

当院院内デイケアがADLや認知機能にもたら
す効果の検討

69	 10月20日（金）　10:30-11:40　外来・通所リハ②
【座　長】池村健　	博愛記念病院　リハビリテーション部	部長　理学療法士
【評価者】矢冨匠　	有吉病院　リハビリ課	リーダー　理学療法士
	 〈第11回慢性期リハビリテーション学会〉

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

69-1 松澤　嵩幸 理学療法士 長野県 医療法人心泉会　上條
記念病院

浮腫を呈す通所リハビリテーション利用者の
割合及び浮腫、体重減少率と活動量の関係

69-2 仲松　江梨子 理学療法士 沖縄県 医療法人緑水会　宜野
湾記念病院

当事業所における体力測定導入に向けての取
組について

69-3 松並　健治 理学療法士 沖縄県 医療法人緑水会　宜野
湾記念病院

当通所リハビリテーションにおける現状と課
題　～体力測定からみえたこと～

69-4 山下　智弘 理学療法士 香川県 医療法人社団和風会　
橋本病院

当センターにおける歩行自立に向けた取り組
み

69-5 井上　裕之 介護福祉士 岡山県 医療法人社団同仁会　
ケアリゾート金光 通所リハビリテーションでおこなう排泄支援

69-6 宗石　裕子 作業療法士 東京都 医療法人社団永生会　
永生クリニック

入院と外来リハスタッフの連携強化により，
作業所の通所が再開できた一症例

69-7 田所　諭 理学療法士 東京都 一般財団法人多摩緑成
会　緑成会病院

歩行非対称性に対してOrthobotを使用し短期
間で対称性が変化した左膝関節拘縮術後の症
例報告

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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ポスター（大阪国際会議場	10階	会議室1004-5）
70	 10月20日（金）　8:40-9:40　地域連携①

【座　長】南部浩志　	定山渓病院　リハビリテーション部	副部長　作業療法士
【評価者】長野剛　　	高良台リハビリテーション病院　リハケア部	マネージャー　作業療法士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

70-1 大鍜治　直子 看護師 大分県 医療法人信和会　和田
病院 当院における広報誌の役割

70-2 奥井　俊格 社会福祉士 島根県 社会医療法人仁寿会　
加藤病院 中山間地域多職種連携協議会のご紹介

70-3 長岡　朋 理学療法士 兵庫県 医療法人社団南淡千遙
会　南淡路病院

行政・地域住民・病院　3者共働による地域高
齢者の健康意識向上への働きかけ　―『賀集
お元気くらぶ』―

70-4 奥野　さゆり 看護師 滋賀県 社会医療法人誠光会　
淡海ふれあい病院

地域包括ケアシステムの中で必要とされる地
域包括ケア病棟の病床活用

70-5 松岡　寛樹 理学療法士 北海道 医療法人渓仁会　札幌
西円山病院

当院が行う介護予防活動の地域資源のハブと
しての可能性について

70-6 橋本　悠人 作業療法士 愛媛県
医療法人天真会　南高
井デイサービスセン
ター

デイサービス利用における下肢マッサージ器
及び運動の効果について	
～異なるデイサービスの特色から迫る～

71	 10月20日（金）　9:40-10:40　スタッフ育成③
【座　長】小川輝史　	定山渓病院　リハビリテーション部	部長　作業療法士
【評価者】南部浩志　	定山渓病院　リハビリテーション部	副部長　作業療法士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

71-1 田代　智恵子 看護師 東京都
社会医療法人財団仁医
会　牧田リハビリテー
ション病院

看護補助者へのスキンケア教育が患者の肌状
態に及ぼす影響

71-2 伊藤　佳子 介護福祉士 富山県 公立南砺中央病院 病院で働く介護福祉士の教育支援について～
ラダ－の作成と運用を通して～

71-3 德永　裕也 事務職 山口県 医療法人愛の会　光風
園病院

事務職員の接遇力向上への取り組みと副次的
な効果について

71-4 半田　絢子 看護師 広島県 医療法人和同会　広島
シーサイド病院

介護医療院における急変時に対する不安の軽
減～急変時シミュレーション研修を行って～

71-5 鈴木　康祐 理学療法士 長野県 医療法人公仁会　轟病
院 看護師対象に行った排痰ケア研修会の成果

71-6 中尾　美奈 看護師 愛知県 医療法人豊田会　刈谷
豊田東病院

療養病床における手指衛生を適切に実施する
ための取り組み	
６つのタイミングの教育による効果
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72	 10月20日（金）　10:40-11:30　地域包括ケア④
【座　長】長野剛　　	高良台リハビリテーション病院　リハケア部	マネージャー　作業療法士
【評価者】小川輝史　	定山渓病院　リハビリテーション部	部長　作業療法士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

72-1 齋藤　将史 作業療法士 埼玉県 医療法人社団富家会　
富家病院

骨折により当院地域包括ケア病棟に入院され
た85歳以上のADL変化

72-2 寺岡　悦史 理学療法士 京都府
医療法人洛和会　音羽
リハビリテーション病
院

廃用症候群を生じた下腿切断患者の実用性歩
行獲得を目指した症例

72-3 村田　凌也 看護師 山口県 医療法人愛の会　光風
園病院 退院困難患者の退院支援

72-4 白井　敦士 看護師 愛媛県 松山リハビリテーショ
ン病院

地域包括ケア病棟における自宅退院に不安を
感じている患者と家族に対する退院支援

72-5 上田　悠司 理学療法士 兵庫県 医療法人社団淡路平成
会　東浦平成病院

地域在住高齢者における四肢骨格筋量及び筋
質と運動・口腔機能との関係性

73	 10月20日（金）　8:40-9:40　災害、予防、ヘルスケア
【座　長】寺尾直子　	松山リハビリテーション病院　看護部	主任　看護師
【評価者】中村大輔　	元気会横浜病院　副院長　医師、作業療法士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

73-1 川口　延枝 臨床検査技
師 東京都 医療法人永生会　みな

み野病院
健康診断における腹部エコー検査の重要性を
検討～Well	Beingを目指して～

73-2 安部　博子 介護職 兵庫県 医療法人明倫会　宮地
病院

災害初期行動カードを使用した避難訓練の取
り組み－悩まず行動できるために－

73-3 香月　未奈美 介護支援専
門員 佐賀県 医療法人天心堂　志田

病院
自然災害対応についてケアマネジャーとして
できること	～避難情報の地域内統合に向けた
取り組み～

73-4 塩田　美佐代 看護師 静岡県 医療法人真養会　きせ
がわ病院

浸水災害から得たBCPにおける看護管理者の
役割と課題

73-5 道場　浩幸 事務職 和歌山県 医療法人共栄会　名手
病院

ヘルスケア従事者のマインドフルネスを用い
たストレスケアの取り組み

73-6 山口　高史 理学療法士 東京都
一般財団法人多摩緑成
会　緑成会整育園／早
稲田大学大学院　人間
科学研究科

嚥下音により嚥下機能を判定する少サンプル
人工知能の作成，精度評価，および判定シス
テムの試作

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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74	 10月20日（金）　9:40-10:30　看護④
【座　長】藤森和子　	有吉病院　ケア部	部長　看護師
【評価者】寺尾直子　	松山リハビリテーション病院　看護部	主任　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

74-1 池田　花絵 看護師 千葉県 医療法人平成博愛会　
印西総合病院

A回復期リハビリテーション病棟看護師におけ
る回復期リハビリテーション看護に対する意
識および実践の実態

74-2 冨田　弥生 看護師 和歌山県 医療法人久仁会　宇都
宮病院

経管栄養の投与回数の見直しと看護業務改善
のアンケート調査

74-3 橋本　京子 看護師 福岡県 社会医療法人　原土井
病院

回復期リハビリテーション病棟入院患者の日
常生活に寄り添ったケアを目指して

74-4 堀川　雅史 看護師 奈良県 医療法人鴻池会　秋津
鴻池病院 爪白癬治療ケアパスの作成とその実践の試み

74-5 田中　紀子 看護師 滋賀県 社会医療法人誠光会　
淡海ふれあい病院

地域包括ケア病棟における退院支援パスの導
入の成果看護師の意識の変化についてアン
ケートからわかったこと

ポスター（大阪国際会議場	10階	会議室1003）
75	 10月20日（金）　8:40-9:40　介護③、医療ソーシャルワーク

【座　長】長由依　　	鶴巻温泉病院　地域連携室係長　医療ソーシャルワーカー
【評価者】牧野寿男　	内田病院　統括介護部	副部長　介護福祉士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

75-1 村田　由美 介護福祉士 大阪府 医療法人社団緑水会　
緑水会病院

体位変換にビニール袋を使用した身体的負担
の緩和を試みる

75-2 室井　翔太 介護職 埼玉県 医療法人財団新生会　
大宮共立病院

転倒転落ミーティングにてホワイトボードを
活用した効果の検証

75-3 星　洋志 介護職 東京都 社会福祉法人報恩会　
信愛病院 脱衣行為・オムツ外し改善への取り組み

75-4 池田　雅貴 介護福祉士 鹿児島県 医療法人美﨑会　国分
中央病院 認知症高齢者の在宅生活を支える訪問介護

75-5 角　奈都江 社会福祉士 山口県 医療法人愛の会　光風
園病院

コロナ禍で本人・家族の関わりが減少、家族
が決断した在宅介護～医療相談員としての関
わりと役割とは～

75-6 磯野　靖子 社会福祉士 愛媛県 医療法人社団樹人会　
北条病院

「最期の時を一緒に過ごしたい」ALS患者家族
の想いに寄り添った支援の実際
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76	 10月20日（金）　9:40-10:40　栄養管理②
【座　長】柴原知子　	札幌西円山病院　栄養部長　管理栄養士
【評価者】長由依　　	鶴巻温泉病院　地域連携室係長　医療ソーシャルワーカー

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

76-1 古賀　標志 管理栄養士 熊本県 医療法人悠紀会　悠紀
会病院

入院時カンファレンスと摂取エネルギー量の
関連

76-2 大槻　優紀 管理栄養士 東京都
医療法人社団永生会　
永生病院　認定栄養ケ
ア・ステーション

栄養ケア・ステーションの活動～利用者の生
活を見るアセスメントを目指して～

76-3 池田　由佳 管理栄養士 鹿児島県 医療法人美﨑会　国分
中央病院

ステロイドにより増悪した糖尿病が糖質制限
でインスリン離脱まで可能となった1症例

76-4 中崎　直子 管理栄養士 大阪府 医療法人恵泉会　堺平
成病院 栄養評価指標としてPhase	Angleは有用か

76-5 大塚　綾子 管理栄養士 静岡県
医療法人財団百葉の会　
湖山リハビリテーショ
ン病院

当院療養病棟入院患者の栄養管理とBIA法を用
いた体組成の現状-栄養補給法による特徴-

76-6 淺井　ひの 管理栄養士 岐阜県 医療法人社団登豊会　
近石病院

ライフステージ・身体状態に合わせた指導環
境と方法に変更し全身状態が維持できた症例

77	 10月20日（金）　10:40-11:40　介護医療院③、介護施設②
【座　長】牧野寿男　	内田病院　統括介護部	副部長　介護福祉士
【評価者】柴原知子　	札幌西円山病院　栄養部長　管理栄養士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

77-1 福本　大智 作業療法士 香川県 医療法人圭良会　永生
病院

頚髄損傷により四肢不全麻痺を呈した入所者
のQOL向上を目指して　～「スマホで妻と
LINEがしたい」～

77-2 小塚　新之輔 ソーシャル
ワーカー 東京都

社会医療法人若竹会　
介護医療院セントラル
大田

老健施設から一部介護医療院の新設

77-3 中仮屋　優梨 看護師 鹿児島県 医療法人碩済会　吉田
記念病院介護医療院 皮膚の密着による皮膚トラブルとスキンケア

77-4 諏訪　千恵美 看護師 群馬県 医療法人日望会　みど
り病院介護医療院

経管栄養中のミトン解除に向けて　～代替策
の取り組み事例～

77-5 古内　崇史 介護福祉士 埼玉県 医療法人社団富家会　
メディカルホーム苗間

PDCAサイクルを活かした食べる喜び・食事
量をUP	
「されたい介護」を目指して

77-6 藤森　駿介 理学療法士 熊本県
株式会社桜十字　
Let’sリハ！イオン
モール熊本店

通所介護事業所における介護職員の腰痛の現
状について～改善に向けての取り組みまで～

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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78	 10月20日（金）　8:40-9:40　チーム医療⑤
【座　長】近内光代　	福島寿光会病院　看護部長　看護師
【評価者】稲村和彦　	札幌西円山病院　経営管理部	医事・企画課長　事務

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

78-1 林保　奏子 看護師 大阪府 医療社団法人緑水会　
緑水会病院 カンファレンス活性化への働きかけ

78-2 剛力　皇斗 理学療法士 千葉県 医療法人誠馨会　総泉
病院

特殊疾患病棟での患者様ADL向上を目指して	
～スタッフ間で情報共有する方法の検討～

78-3 渡辺　裕樹 理学療法士 東京都 一般財団法人ひふみ会　
まちだ丘の上病院

リハビリテーションから見た療養型病棟にお
ける新型コロナウイルスの影響と病棟連携の
大切さ

78-4 大西　哲弘 理学療法士 奈良県 医療法人健和会　奈良
東病院

隣接するグループの特色を生かした連携の実
践―不穏が頻発する一症例を通じて―

78-5 秋田　透 理学療法士 兵庫県 医療法人社団淡路平成
会　平成病院

回復期リハビリテーション病棟における大腿
骨近位部骨折術後患者に対する骨折リエゾン
サービスの実践報告

78-6 清水　もも乃 言語聴覚士 石川県 医療法人社団和楽仁　
芳珠記念病院

当院の摂食嚥下サポートチームの介入により
短期間で経口摂取を確立し、自宅退院に至っ
た一症例

79	 10月20日（金）　9:40-10:40　患者・家族とのかかわり①
【座　長】山﨑隆規　	光風園病院　総務部長　事務
【評価者】近内光代　	福島寿光会病院　看護部長　看護師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

79-1 池田　妙子 看護師 広島県 特定医療法人財団竹政
会　福山循環器病院

慢性心不全患者に対して行動変容をもたらし
た継続看護

79-2 小川　千代子 看護師 静岡県 医療法人徳洲会　静岡
徳洲会病院

食べたい気持ちに寄り添う　～経口摂取を契
機に笑顔を取り戻せた1症例～

79-3 岡本　詠美 作業療法士 兵庫県
特定医療法人社団仙齢
会　いなみ野病院介護
医療院

家族と共に取り組んだ終末期のリハビリテー
ション

79-4 秋月　千尋 介護支援専
門員 埼玉県

医療法人社団富家会　
富家在宅リハビリテー
ションケアセンター

ベランダへの放尿に対するアプローチを考え
る～家族の介護負担軽減を図る～

79-5 山田　康子 理学療法士 北海道 医療法人愛全会　愛全
病院

入院患者の「その人らしさ」を支える取り組
み

79-6 坂本　理央 作業療法士 千葉県 医療法人社団ふけ会　
富家千葉病院

感染予防時の家族への電話対応について調査
して見えてきた課題
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80	 10月20日（金）　10:40-11:40　患者・家族とのかかわり②
【座　長】稲村和彦　	札幌西円山病院　経営管理部	医事・企画課長　事務
【評価者】山﨑隆規　	光風園病院　総務部長　事務

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

80-1 兼﨑　沙織 看護師 栃木県 医療法人慈啓会　白澤
病院

人工呼吸器を装着しTPN管理を行っている
ALS患者の退院支援	
自宅で過ごしたいと思う家族に寄り添って

80-2 建部　裕子 看護師 東京都 医療法人社団健育会　
ねりま健育会病院

持てる力を発揮するための看護実践とは～
KOMIシステムを活用して～

80-3 金廣　恵里香 看護師 岡山県 医療法人髙志会　柴田
病院

一時帰宅を叶える取り組み　～とにかく家に
帰りたい～

80-4 亀山　友美 管理栄養士 静岡県 医療法人徳洲会　静岡
徳洲会病院

「口からたべるプロジェクト」に栄養管理室と
して参加～患者の食べたい希望を叶える～

80-5 阿部　めぐみ 看護師 宮城県 医療法人社団健育会　
石巻健育会病院

KOMIケア理論を活用して終末期患者とその家
族に寄り添ったケア

80-6 今道　政子 看護師 福岡県 医療法人文杏堂　杉病
院

小規模病院におけるACPの現状と課題ー患者
の思いを「知ること」ー

81	 10月20日（金）　8:40-9:40　地域連携②
【座　長】山口拓也　	鶴巻温泉病院　リハビリテーション部係長　作業療法士
【評価者】加藤寛　　	泉佐野優人会病院　院長　医師

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

81-1 金村　圭紀 社会福祉士 福岡県 医療法人真鶴会　小倉
第一病院 長期入院患者のキーパーソン失踪について

81-2 堀　佳寿美 作業療法士 埼玉県
IMSグループ医療法人
財団明理会　埼玉セン
トラル病院

当院『地域リハビリテーション』の取り組み
～超高齢社会で専門性を発揮するには？～

81-3 中西　笑子 介護支援専
門員 北海道 医療法人渓仁会　札幌

西円山病院
地域ニーズに対応する居宅介護支援事業所の
役割とは～ダブルプランの取り組みを通して
～

81-4 湯浅　直樹 事務職 東京都 医療法人社団永生会　
永生病院 医療法人が運営するこども食堂の取り組み

81-5 小川　綾美 ソーシャル
ワーカー 三重県 医療法人（社団）佐藤

病院　長島中央病院 MSWが地域との関わりで病院を変える

81-6 林　寿恵 理学療法士 熊本県 医療法人社団坂梨会　
阿蘇温泉病院

「こどもヘルパー事業」支援を通じた地域連携
における介護予防活動

� 超少子高齢化時代と慢性期医療
� ～Well�Beingを目指した予防という役割～
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82	 10月20日（金）　9:40-10:40　患者・家族とのかかわり③、地域連携③
【座　長】根生一治　	富家病院　臨床心理室	室長　臨床心理士
【評価者】山口拓也　	鶴巻温泉病院　リハビリテーション部係長　作業療法士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

82-1 長谷川　千夏 臨床心理士 埼玉県 医療法人社団富家会　
富家病院 不穏患者への非言語的アプローチの可能性

82-2 曽根　俊 作業療法士 愛媛県
医療法人財団慈強会　
東松山訪問看護ステー
ション

がん発症により活動性が低下した症例への関
わり～娘夫婦とはじまった同居生活～

82-3 吉川　貴士 大学教員 愛媛県 （独）高等専門学校機
構　新居浜高専

音声操作体験のための簡易スマートモデル
ルームの製作

82-4 大内　康平 理学療法士 東京都
医療法人社団永生会　
永生クリニック　スマ
イル永生

自立支援と地域包括ケアシステム構築に向け
たアンケート調査

82-5 三野　恭兵 理学療法士 北海道 医療法人渓仁会　札幌
西円山病院

札幌市中央区の認知症カフェの取り組みから
得たつながり～ひだまりカフェ　認知症カ
フェ事業所×行政～

82-6 柴原　永佳 社会福祉士 愛知県 社会福祉法人日本介助
犬協会

重度肢体不自由者の自己実現のための支援報
告～若年多発性硬化症とCRPSの事例～

83	 10月20日（金）　10:40-11:20　薬剤
【座　長】加藤寛　　	泉佐野優人会病院　院長　医師
【評価者】根生一治　	富家病院　臨床心理室	室長　臨床心理士

演題番号 氏名 職種 都道府県 所属機関名 演題名

83-1 榊原　由華 薬剤師 埼玉県 医療法人財団新生会　
大宮共立病院

回復期における多職種連携　－薬剤師の視点
より－

83-2 田中　亮 薬剤師 新潟県 医療法人社団橘光葉会　
三条東病院

病棟薬剤業務を通してみえた患者状態に基づ
く薬物療法の提案②

83-3 太田　公平 薬剤師 兵庫県 医療法人社団南淡千遙
会　南淡路病院 経口カリウム製剤の用量換算に関する考察

83-4 平尾　彩香 薬剤師 滋賀県 社会医療法人誠光会　
淡海ふれあい病院

当院における地域包括ケア病棟での薬剤師と
してのかかわり
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